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ݴ಄ר

ΧʔϘϯχϡʔτϥϧͷ
͚ͯ޲ʹݱ࣮

一般社団法人　都市環境エネルギー協会　副理事長
三菱重工サーマルシステムズ株式会社

取締役　西崎　太真

　2020年10݄のࠃ会で೔本はʠ2050年ΧーϘンニューτϥルʡを໨ࢦすことがએݴされました。
　地ٿ環境໰୊にରするੈ界的なைྲྀにԊった動きですが、この取り組みは、あらゆる࢈業活動を大きく変ֵ
し、経ࡁと環境の޷॥環をੜみ出していく೔本の新たな成長ઓུとҐஔ͚ͮられ、これをड͚てࠃ内の企業や
༿の方が先行ݴはまだࡏݱ。々とΧーϘンニューτϥルへの取り組み方਑がଧち出されています࣍体でも࣏ࣗ
していて۩体的なΞΫシϣンはこれからというとこΖが多いようですが、զ々はΧーϘンニューτϥルの実ݱ
に͚޲てこれから۩体的に何をすれ͹いいのかにͭいてগしߟえてみたいと思います。
　まͣݴ༿の意味にͭいては、ΧーϘンʹ୸ૉをニューτϥル�த立Խするということですが、໨ࢦすとこΖ
はೋࢎԽ୸ૉのみならͣϝλンなどす΂てのԹࣨޮՌΨスのഉ出ྔと২ྛや৿ྛ؅ཧによるٵऩྔを差しҾき
θϩにするということで、ೋࢎԽ୸ૉのഉ出をθϩにするということではありまͤん。

　ではその実ݱに͚޲たΞΫシϣンにͭいて、まͣి力部໳では෩力発ిやଠཅޫ発ిのߋなるීٴଅ進、ま
た地域はݶ定されますがൺֱ的҆定した発ిがՄೳな地೤発ిのීٴなど࠶ੜՄೳエネルギーར༻の֦大、さ
らにはਫૉΨスλーϏンや೩料ΞンϞニΞをࠞমできる発ి༻όーφーの開発などがあげられます。またΨス
ίジΣネのಋೖଅ進など೤を༗ޮར༻した෼ܕࢄエネルギーシスςムのߏஙは࣌֐ࡂ౳においてࣾ会経ࡁ活動
やੜ活環境をҡ持する手ஈとしても༗ޮです。Ұ方、ඇి力部໳ではޮߴ཰な機ثや設උのಋೖやϦϓϨース
によるさらなるলエネの実ݱやώーτポンϓのར༻֦大によるԽੴ೩料のݮ࡟ྔ༺࢖などの取り組みがあげら
れます。またՈఉでもϓϥスνοΫ౳のੴ༉ར༻੡඼の࢖༻をݮらすなどの取り組みも大੾です。さらにఱީ
などにӨڹされやすいଠཅޫや෩力などの࠶ੜՄೳエネルギーを༗ޮにར༻するために஝ి஑設උのޮߴ཰Խ
や、σϚンυϨスポンスなどでి力धڅௐ੔をਤるための*5ٕज़のར༻֦大も重ཁです。
　またۭௐ業界では、これまで冷ഔとして広くར༻されてきたϑϩンはඇৗに大きな地ٿԹ暖Խ܎਺を持ͭた
め、これらをԹ暖Խ܎਺のখさなάϦーン冷ഔに੾りସえていくඞཁがあり、それにରԠできるۭௐ機ثの開
発、ීٴଅ進、ޮߴ཰ӡసによるফඅి力のݮ࡟がඞཁです。さらにはӡసதの冷ഔ࿙Ӯ๷ࢭやഇ࣌غの֬実
な冷ഔճऩなどۭௐ機ثのϥΠϑαΠΫルશ体での取り組みも࢝めています。

　いͣれにしてもΧーϘンニューτϥルの実ݱに͚޲てあらたな開発やΠンϑϥ੔උのための౤資がඞཁであ
り、Ճえてզ々の意ࣝも変えていかな͚れ͹なりまͤん。そのためにはࠃや企業、ࠃຽが力を߹わͤてτーλ
ルでୡ成を໨ࢦすඞཁがあります。さらに、これらのٕज़や੡඼を࢖༻したスϚーτίϛュニςΟの実ફとス
ϚーτエネルギーネοτϫーΫの実ݱをਪ進していく当協会のՌたす໾ׂもඇৗに大きいとߟえますので、今
後とも会員の皆様のごཧղとご協力をよΖしくお願いいたします。
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̍ɽୈ̒׆࣍ಈܭըͷझࢫʢࠤ౔ݪʣ
　都市環境エネルギー協会は、設立50周年にあた
る今年౓からの、̏か年の第̒࣍活動ܭ画をࡦ定し
た。今ճは、ະી༗ともいえる大きなઅ໨を迎えて
の活動ܭ画であり、೤の重ཁੑを໌֬にೝࣝして都
市のエネルギー、୤୸ૉへ取り組Ή΂きであるとい
う、これまでҎ上にڧいϝοηージがࠐめられてい
る。
　ごଘ知のとおり、地域冷暖房によるわがࠃの೤ڙ
࢝機にܖത覧会をࠃສࡕ事業は1��0年の大څ
まった。その後の50年༨り、都市のະར༻エネル
ギーやίージΣネϨーシϣン౳が組みࠐまれた、地
域冷暖房をج൫とした地域エネルギーシスςムは、
ࣾ会のཁ੥が変ભするதでৗに新しい࣌୅の໾ׂが
෇Ճされる形で、多様な໾ׂを୲い、発లしてき
た。それらの໾ׂは、「環境ੑ」「ڧਟੑ」「ॊೈੑ」
に集約される。
　「環境ੑ」は1��0年当ॳのެ֐๷ࢭに࢝まり、
ະར༻エネルギーの活༻やޮߴ཰機ثのಋೖなどに
よるエネルギーফඅݮ࡟と、1��2年の地ٿαϛο
τをܖ機とした地ٿԹ暖Խରࡦ、ল$0̎の؍఺で
ある。「ڧਟੑ」はओに2011年の౦೔本大਒ࡂҎ
߱の地਒とස発する෩ਫ֐に൐うఀిへのରࡦとな
る#$%ి֬ݯอへのݙߩ、そして「ॊೈੑ」は
2015年Ҏ߱のి力シスςムվֵ、出力が変動す
る࠶ੜՄೳエネルギーの大ྔಋೖ࣌୅にରԠし、情
報ٕज़の発లも૬ေってのి力धڅௐ੔へのݙߩで
ある。
　これらの໾ׂのどれもが、今೔、さらに重ཁな局
໘を迎えている。「環境ੑ」では、2020年10݄
のੁ૯ཧの2050年ΧーϘンニューτϥルએݴで
೔本も୤୸ૉࣾ会に大きく଩を੾ったこと、「ڧਟ

ੑ」では౦೔本大਒ࡂҎ߱も๺ւಓ୾ৼ౦部地਒に
よるϒϥοΫΞウτ、201�年に関౦を௚ܸした
୆෩による長ిఀظなど、଴ったなしである。「ॊ
ೈੑ」も、2022年のౙにはి力धڅඡഭܯ報が
ॳめて発ྩされるなど、Ұஈと重ཁੑを૿してい
る。こうしたதで、エネルギーՁ֨のߴಅ、そして
ウΫϥΠφة機によるエネルギー҆શอোの໰୊に
௚໘している。
　このようにະી༗ともいえる大きなઅ໨を迎えた
தでの今࣍の活動ܭ画である。ࠃのエネルギーج本
画、すなわち経ܭ本ج画、環境ܭਟԽڧ౔ࠃ、画ܭ
౔ަ通ল、環境লをࠃ、エネルギーிݯ業ল資࢈ࡁ
はじめとした֤লிが関わるܭ画としっかりと関࿈
͚ͮ、本協会の໾ׂと活動方਑、取組Ή΂き重఺ࢪ
を໌֬にした。「都市環境エネルギー協会」と໊ࡦ
শした本協会のଘࡏ意ٛを、広くࣾ会にೝࣝしてい
ただく、まさにਖ਼念場を迎えている。会員֤Ґの૯
力を݁集して、第̒࣍活動ܭ画に取組んでいただく
ことをੋඇともお願い申し上げたい。

̎ɽୈ̒׆࣍ಈܭըͷࡦఆܦҢʢླ໦ʣ
　本協会は、1��2年に任意๏ਓ೔本地域冷暖房
協会として設立され1��3年にࣾஂ๏ਓとなり、
200�年にࡏݱの都市環境エネルギー協会と໊শ
変ߋし、本年2022年に設立50周年を迎えた。
50周年のઅ໨の年から࢝まる活動ܭ画のࡦ定にあ
たって、վめて本協会とࠃのج本ܭ画との関܎を၆
ᛌしたものをਤ̍にࣔす。
　本協会のதظ活動ܭ画として໌จԽされたものは
2013年から̏年ごとにࡦ定されてきた。Ұ方、
協会の活動に最も関܎がਂいࠃのج本ܭ画は、ࠃの
環境行੓の方ੑ޲を૯ׅ的に取り纏めている環境ج

ಛूͦͷ̍

ୈ̒׆࣍ಈܭըʹ͍ͭͯ
本協会 ڀݚ企画委員長　ࠤ౔ݪ　૱

本協会（લ）ӡӦ企画委員長　ླ໦　ް志



都市環境エネルギー　第132号 �

本ܭ画が̒年ごとにݟ௚され、それをより۩体Խし
たࠃ౔ڧਟԽج本ܭ画、エネルギーج本ܭ画がࡦ定
されている。後ड़するように本協会はࠃのࡦࢪに先
行して、あるいはࠃのࡦࢪにݺԠするように活動を
ਪ進してきており、活動ܭ画の໊শをӦརஂ体のそ
れを࿈૝さͤる「தظ活動ܭ画」より、エネルギー
Ϳのがݺと「画ܭ活動࣍第̒」画に࿈動したܭ本ج
૬Ԡしいとߟえるにࢸり、本年から新たに࢝まる活
動ܭ画を「第̒࣍活動ܭ画」とݺশ変ߋすることと
した。
　本協会のதظ活動ܭ画・事業活動方਑・ओな活動
経緯とࠃのج本ܭ画の۩体的なࡦࢪとの関܎をਤ̎
にࣔす。先ͣॳめにこれまでの協会の活動をৼり
ฦってみる。

ʤୈ̏࣍ɾୈ̐׆࣍ಈܭըͷৼΓฦΓʥ
　本協会はࠃのج本ܭ画をड͚事業活動方਑の̎本
பを、（̍）೤をݡく活༻する都市の実ࡂ（̎）　ݱ
֐ に ڧ い 都 市 の 実 ݱ と 定 め、2013年 ౓ か ら
201�年౓まで活動してきた。ओな活動は、ಋೖ
委員会活動で、ڀݚ発事業、ࣗओܒٴී、ԉ事業ࢧ
ある。ಋೖࢧԉ事業では、࣏ࣗ体との意׵ަݟ、ࣗ
発ܒٴී。ଓ的に行ってきたܧԉをࢧ体へのಋೖ࣏
事業ではそれまでの地域冷暖房シンポジウムを

200�年に都市環境エネルギーシンポジウムと໊
শ変ߋし開催してきた。ࣗओڀݚでは、「大਒ࡂ後
の都市エネルギーのあり方とਪ進方ࡦ」のڀݚに࢝
まり、「طଘ地冷の#$1、%$1ରԠԽϞσルスλ
σΟ」、「地方த֩都市にお͚る௿୸ૉまちͮくりܭ
画」、「౦ژにお͚るਫૉエネルギーར活༻ߏ૝ݕ౼
ௐࠪ」、「地域エネルギーϚネジϝンτシスςムの૯
߹ධՁに関する࣌֐ࡂ」、「ڀݚのରԠとしてのधཁ
Ոとの࿈ܞ」と、ࠃのࡦࢪにݺԠするように先ۦ的
なௐࠪ・ڀݚを行ってきた。

ʤୈ̑׆࣍ಈܭըͷৼΓฦΓʥ
　第࣍ޒ環境ج本ܭ画は201�年݄̐にֳܾٞ定
され、෼ܕࢄのエネルギーシスςムの༗ޮੑがೝࣝ
されたこと、ڧਟなͮࠃくりがۓ٤の՝୊であるこ
と、ະར༻ഉ೤の༗ޮ活༻の؍఺から࠶ੜՄೳエネ
ルギー೤څڙ設උのಋೖࢧԉや様々な೤エネルギー
を地域に༗ޮ活༻するϞσルの実ূ・ߏங౳を実ࢪ
すること、発ి・೤څڙ౳のطଘのエネルギーシス
ςムのதにਫૉ関࿈設උを組みࠐみ௿୸ૉなਫૉα
ϓϥΠνΣーンをߏஙすること、都市のίンύΫτ
Խにより೤ݯや೤धཁがద੾に集約される場߹には
ະར༻の࠶ੜՄೳエネルギー೤のར༻Մೳੑがߴま
ることから೤څڙ設උのಋೖࢧԉ౳によりその೤ར
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図１　協会中期活動計画と国の基本計画俯瞰
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図２　協会活動計画と国の基本計画の関係性
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༻の֦大をਤること、などがܝげられた。
さߋ画は201�年12݄に変ܭ本جਟԽڧ౔ࠃ　
れ、۠画୯Ґをج本とした࣌֐ࡂにお͚る֤छࢪ設
のϥΠϑϥΠンの୅ସ機ೳの֬อ、業務・঎業地域
にお͚る地۠としての業務ܧଓの取組、Ұ࣌଺ࢪࡏ
設の๷ࡂ機ೳڧԽのଅ進、ࣗ立・෼ܕࢄエネルギー
のಋೖଅ進、スϚーτίϛュニςΟの形成がܝげら
れた。
　第̑࣍エネルギーج本ܭ画は201�年にֳܾٞ
定され、೤をよりޮ཰的にར༻することの重ཁੑ、
কདྷはਫૉがத৺的໾ׂを୲うことへのظ଴、ෳ਺
のधཁՈ܈で೤を໘的に༥通する取組へのࢧԉがܝ
げられた。
　こうしたج本ܭ画にݺԠして201�年౓からの
活動では、「#$%ಛผ委員会」、「#$%事業Խ委員
会」、「ಛผ委員会」、「&910ʞ25会場ਫૉΠンϑ
ϥಋೖܭ画委員会」を立ち上げਫ਼力的に活動してき
た。また、ࣗओڀݚではࠃのࡦࢪに先行して「地఺
೤څڙσーλϕースのݕ౼」にண手し、「都市࠶ੜ
҆શ֬อܭ画ࡦ定地域に関するݱ状ௐࠪ」を行って
きた。

ʤୈ̒׆࣍ಈܭըͷࡦఆʥ
　2021年10݄にֳܾٞ定された第̒࣍エネル
ギーج本ܭ画では、զがࠃの最ऴエネルギーফඅの
ա൒は೤ར༻をத৺としたඇి力部໳が઎めてお
り、2050年ΧーϘンニューτϥルをݟਾえ、ߋ
に೤をޮ཰的にར༻するඞཁがあること、ਫૉࣾ会
実ݱのためのࣾ会実૷をਪ進すること、地఺ܕの೤
ిҰ体څڙなどによりエネルギーの໘的ར༻をਪ進
することがܝげられた。
　こうしたࠃのࡦࢪと協会の活動実績を౿まえてࡦ
定した第̒࣍活動ܭ画をද̍にࣔす。事業活動方਑
̍は、もっͺらエネルギーج本ܭ画をड͚る形で

「೤をݡく活༻することにより、ΧーϘンニューτ
ϥル�スϚーτシςΟの実ݱにݙߩする」、事業活動
方਑̎は、もっͺらࠃ౔ڧਟԽج本ܭ画をड͚る形
で「֐ࡂにڧい都市の実ݱにݙߩする」とした。
　Ұ方、内部環境の変Խに໨をసじると、1���
年Ҏ߱、೤څڙ事業ϓϥンτの新ݐن設がҰஈམし
たこともあり、第̍छਖ਼会員はݮগの޲܏をࣔした
が、第̎छਖ਼会員（༗ࣝ者）・ࢍॿ会員（企業）・ಛ
ผ会員（ओとして࣏ࣗ体）はۙ年૿Ճ޲܏にある。
このಛผ会員࣏ࣗ体との࿈ڧܞԽを重఺活動߲໨と
したことも第̒࣍活動ܭ画のಛ筆す΂き఺である。
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表１　第６次活動計画（2022 ～ 2024年度）୊̔׈࣏ಊܯժʤ����ʛ����೧ౕʥ
�֦項目͹˗॑གྷౕಝ୉ɻ˕॑གྷౕ୉ɻʨɻʩͺ୴౲җҽճʀ:*౵ʥ

̏ɿݳয়೟ࣟ
ʤ̏ʥ֐෨ڧ؂

ʤ̐ʥ಼෨ڧ؂

̐ɿ׈ۂࣆಊ๏ਓͳ఼॑ࡨࢬ
ʤ̏ʥ׈ۂࣆಊ๏ਓ̏ɻ೦Ν׈͚ݣ༽ͤΖ͞ͳͶΓΕɼΩʖϚϱωϣʖφϧϩ�ηϜʖφετΡ͹ࣰݳͶ߫ͤݛΖ

ɻɻ఼॑ࡨࢬᶅɻ౐ࢤ෨Ͷ͕͜Ζਭોཤ׈༽͵ʹΩʖϚϱωϣʖφϧϩ͹ࣰݳͶܐΖڂݜ֋൅ʨةڂݜժҗҽճɼ%&'ಝพҗҽճʩ

　　　◎当協会の出発点である「熱エネルギーの面的利用の推進拡大」をさらに推し進め、カーボンニュートラルを実現するための研究開発を推進する［研究企画委員会］
　　　〇2025年大阪万博における水素インフラ導入の提言［BCD特別委員会］
　　　　万博会場のエネルギーインフラ構想提示
　　　○成果の情報発信［＋広報委員会、運営企画幹事会］

ɻɻ఼॑ࡨࢬᶆɻஏ఼೦ڇڛ͵ʹηϜʖφετΡؖ࿊͹ྭࣆफॄ෾ੵɼྭࣆ޹͹৚ๅ൅৶ʨةڂݜժҗҽճɼٗढ़җҽճʩ

　　　◎地点熱供給データベース整備の取り組み［研究企画委員会］
　　　○まちづくりと一体になった熱活用（再生可能エネルギー熱、未利用エネルギー熱、蓄熱、コージェネ排熱）などの事例収集、熱効率等の分析［技術委員会］
　　　〇「地域冷暖房技術手引書」(2013年11月最終改訂)の最新情報への改訂準備［技術委員会］
　　　成果の情報発信［＋広報委員会］

ɻɻ఼॑ࡨࢬᶇɻ֦঴ுɼஏ๏࣑ࣙର͵ʹ΃͹ηϜʖφετΡ͹఑Ҍʨۂແҗҽճɼ੕ࡨҗҽճ಼ք֐΢ϱϓϧหکճʩ

　　　◎特別会員自治体との定期的な情報交換の実施［業務委員会］
　　　〇自治体向け「スマートシティ」づくりの支援メニュー整備と支援の実施［業務委員会］
　　　○東南アジアにおけるスマートシティの構築支援［政策委員会内　海外インフラ勉強会］

ʤ̐ʥ׈ۂࣆಊ๏ਓ̐ɻ֒ࡄͶ͏ک౐ࢤ͹ࣰݳͶ߫ͤݛΖ
ɻɻ఼॑ࡨࢬᶅɻ%&'ۂࣆԿҌ݇ݗ౾͹਄ౕԿɼۂࣆकର͹ܙ੔Ͷݗͪ͜޴౾ɼ఑ݶʨ%&'ಝพҗҽճʩ
ɻɻɻɻɻɻɻɻʛ%&'ۂࣆԿਬ਒җҽճ׈ಊ͹ఴ֋ʛ
　　　◎ＢＣＤ特別委員会による継続案件の深度化、新たな案件発掘、事業主体設立支援
　　　○ＢＣＰ機能に関する好事例収集・分析、モデル構築と訴求　～地域エネルギーセンター構想～
　　　○国交省への情報提供、訴求

ɻɻ఼॑ࡨࢬᶆɻۂແܩକ֙ۢʤ%&'ʥͶؖͤΖྭࣆ޹फॄʀ෾ੵʨةڂݜժҗҽճʩ
　　　◎都市再生安全確保計画策定地域に関する現状調査
　　　○まちづくりと一体になった熱活用（再生可能エネルギー熱、未利用エネルギー熱、蓄熱、コージェネ排熱）などの事例収集、熱効率等の分析
　　　○成果の情報発信［＋広報委員会］

ɻɻ఼॑ࡨࢬᶇɻިࠅ঴ɼࢊܨ঴ɼڧ؂঴ɼ૱ແ঴ɼஏ๏࣑ࣙରͳ͹࿊ࡨࢬ;ٶܠ఑ݶʨۂແҗҽճʩ
　　　◎特別会員自治体との定期的な情報交換の実施
　　　○自治体向け「スマートシティ」づくりの支援メニュー整備と支援の実施

̑ɿخ൭੖ඍ๏ਓͳ఼॑ࡨࢬ
ʤ̏ʥخ൭੖ඍ๏ਓ̏ɻڢճϕϪκϱη͹کԿ

ɻɻ఼॑ࡨࢬᶅɻިࠅ঴ɼࢊܨ঴ɼڧ؂঴ɼ૱ແ঴ɼஏ๏࣑ࣙରͳ͹੷ۅద͵࿊ܠʨ੕ࡨҗҽճʩ
　　　◎協会の活動を訴求し、国等の関連政策を周知頂く、定期的意見交換の実施
　　　○新規政策に対する協会の主張の反映（パブコメ対応）

ɻɻ఼॑ࡨࢬᶆɻ੷ۅద͵߁ๅ׈ಊͶΓΖଲ֐൅৶ྙ͹کԿʨ߁ๅҗҽճʩ

　　　◎「熱を賢く活用することにより、カーボンニュートラルに寄与する」、「災害に強い都市」の実現に向けて社会に対し強く訴求

ɻɻ఼॑ࡨࢬᶇɻճҽ΃͹৚ๅ఑ڛɼٗढ़ݜर౵͹੷ۅద͵खૌΊʨٗढ़җҽճʩ

　　　◎国の助成制度・新規政策・人事情報、注目事例等の会員向け情報提供の充実

ʤ̐ʥخ൭੖ඍ๏ਓ̐ɻࡔແրવ΃͹खΕૌΊ

ɻɻ఼॑ࡨࢬᶅɻण୙௒֮ࠬۂࣆฯʦةڂݜժҗҽճʧ

　　　◎受託調査事業確保戦略の立案と実行

ɻɻ఼॑ࡨࢬᶆɻ৿وճҽ֭ಚʨӣӨةժҗҽճʩ

　　　◎新規会員獲得戦略の立案と実行

̒ɿ׈ಊܯժ͹ࣰࢬͳ਒ṁয়ڱϓΧϫʖ
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ᶃ#$%ಛผ委員会ઃஔͷܦҢ
　201�年ਖ਼݄のլ׵ަࢺ会で申し上げたことは、
ଞ、多਺のདྷෂを迎える׭౔ަ通লからٕज़৹ٞࠃ
に当たって、1��3年にࣾஂ๏ਓԽした࣌からઐ
務ཧ事を迎えて࿈ܞをີにしてきたこと。しかし
2013年のҰൠࣾஂԽと共に、ެ共事業ࢧ出とし
てຖ年1000ສԁにՃえて、201�年に長੉ઐ務
ཧ事の退৬とࠃ౔ᯰڧԽ（#$%）ܭ画にد༩する
ための第̑࣍活動ܭ画の໨ඪୡ成には࿑力と経අの
໘でݶ界にୡしたことを࿩した。޾いࢲは、（Ұࡒ）
ஙอશηンλーཧ事長を201�年݄̒に退任しݐ
たこともあり、ઐ務の୅ସはແཧとしても、࿑力だ
͚はׂくことがՄೳと思えた。そんなことから、ॳ
৺にฦって、会員ॾܑに෺৺྆໘でのࢧԉをお願い
し、શ෭ཧ事長౳と૬談の上、協会ओ体の「#$%
事業Խਪ進ಛผ委員会」を設立することができた。
　その۽、ࠒ本地਒や๺ւಓ୾ৼ౦部地਒౳による
ϒϥοΫΞウτରࡦに、都৺での෼ݯిࢄを഑ஔす
る#$%のد༩は໌らかになった。ඞཁ౓のߴい都
市で、委員会අ༻ෛ୲Մೳな会員をװ事会ࣾとし
て、201�年౓を第Ұ年౓とする「#$%ಛผ委員
会」を設ஔ。201�年݄̑の૯会ྃঝの下に、̒
݄にまͣは౦ژΨス・ࣛౡݐ設・大成ݐ設のࢧԉの
下に、౦ژӺ周ล地۠と新॓Ӻ地۠を、໊ݹ԰では
౦๜Ψスをத৺に、೔ݐ設ܭ౳のࢧԉでۚ山Ӻ周ล
を、大ࡕΨス・大ྛ組をத৺に大ࡕເऱ地۠をબ出
して、そのςーϚにదした委員と委員長を第̎छਖ਼
会員からબんでスλーτした。
　201�年から2020年の̏έ年を「#$%ಛผ委
員会」と予定していたが、݁Ռは、予ଌҎ上にࠃ౔
めた地۠࢝Խをୡ成するに༗ӹな成Ռがಘられᯰڧ
を、201�年౓からは「#$%ಛผ委員会」をվめ

「#$%事業Խ委員会」と໊শを変えて、実૷を൐う
会員をϝンόーにՃえることで協会ࣗ体の第̑࣍活
動ܭ画のபとした。

ᶄ౰ڠ会ͷୈ̒׆࣍ಈܭըΛ࣮ફ͢Δ
　2021年౓にࡦ定した当協会の第̒࣍活動ܭ画
は、2022ʙ202�年౓を໨ඪとしている。201�
年にվ定された内ֳ׭房のࠃ౔ᯰڧԽج本ܭ画

（#$%）へのد༩と同࣌に、201�年の環境লの第
、にՃえて（ݍ地域॥環共ੜ）画ܭ本ج環境࣍ޒ
2021年に経࢈লの第̒࣍エネルギーج本ܭ画（୤
୸ૉ）へのରԠをபとしている。౦ژ都など地方ࣗ
を行ったこともݴにθϩエϛοシϣンએ࣌体も同࣏
あり、当協会のதظ活動方਑がླ໦委員長の下で࡞
成された（ಛ集その̍）の݁Ռ、201�年౓から
̏έ年ܭ画として発଍した「#$%ಛผ委員会」の
શてを「#$%事業Խ委員会」として、2022年౓
からܧଓすることになった。その上、201�年11
݄に#*&で2025年の大ࡕ・関੢ສതの開催がܾ定
したこともあり、大ࡕເऱ#$%事業Խ委員会とは
ผに、201�年౓から「&910ʞ25会場ਫૉΠン
ϑϥಋೖܭ画委員会」が当協会のશ会員に参Ճをݺ
ͼか͚発଍した。
　2020年౓は೔本の୤୸ૉઓུݩ年として、
2030年౓30ˋと2050年౓のθϩエϛοシϣン
໨ඪであったが、2021年౓にはੈ界のைྲྀに৐っ
て、2030年౓には「ΧーϘンϋーϑ」、2050年
౓には「ΧーϘンニューτϥル」ୡ成を໨ඪとし
た。&910ʟ25会場ܭ画でも、当協会としてಠࣗ
に会場内に̐ϓϥンτを設ஔし、ਫૉ発ిによる
ΧーϘンニューτϥルをୡ成する案をఏݴした。Ճ
えて、その実ݱに当たって、/&%0のਫૉࣾ会ߏ

ಛूͦͷ̎

Խਪਐಛผຊ委員会ͷ֓ཁۀࣄ%$#

委員長　尾ౡ　ढ़༤（当協会　ཧ事長、早Ҵ田大ֶ　໊༪ڭत）
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ஙٕज़開発事業のࢧԉをಘてௐࠪ委員会をผ్に設
ஔし、本֨的なௐࠪを実ࢪした。
　しかし&910ʟ25会場は൒年間のԾ設の上、予
定された*3༠致が202�年から202�年へと̑年
間஗れたことから、&910ʟ25会場でのਫૉϓϥ
ンτや地域冷房ࢪ設の後ར༻が๬めないことになっ
た。݁Ռとして、事業ओ体やάϦーンਫૉのίスτ
໘でのࠔ೉さもあって、/&%0の第̎࣍ௐࠪを経
て、会場のϦΞルなάϦーンਫૉやΞンϞニΞ発ి
ϓϥンτの設ஔがࠔ೉になった。
　こうした状況下にあっても、&910ʟ25会場で
のΧーϘンニューτϥルのݕ౼をඞཁとしているの
は、2030年までのΧーϘンϋーϑをୡ成するࠃ
の方਑にੈ界が஫໨することから、&910ʟ25で
のάϦーンਫૉಋೖが極めて重ཁであるからであ
る。
　Ұ方、ಛに、当協会のಛผ会員である地方࣏ࣗ体
から、ΧーϘンニューτϥルとࠃ౔ڧਟԽへのཁٻ
が೔に೔にڧくなってきていることもあって、
2022年౓から本֨的に「ਆٶࡾށӺ周ล#$%ಛ
ผ委員会」が、大ࡕΨス・関੢ి力・ਆށ市౳のࢧ
ԉでスλーτする。

ᶅ#$%ۀࣄԽ委員会ʹظ଴͢Δ੒Ռ
　予ଌされる೔本のࣗવ֐ࡂにରするࠃ౔ᯰڧԽࡦ
として、෼ݯిࢄをՄೳにする#$%事業の実ࢪに
Ճえて、地ٿԹ暖ԽରࡦをؚΉエネルギーᯰڧڅڙ

ԽとしてのΧーϘンニューτϥルୡ成には、当協会
の第̒࣍活動ܭ画を実ફすることがෆՄܽである。
しかし、ݱにਖ਼会員に෺৺྆໘でのࢧԉをཁ੥しな
がら、これまでの̏έ年でୡ成した成Ռをߟえる
と、ௐࠪの域を୤していないことから、会員へのݟ
ฦりのগないことは໌らかである。
　&910ʟ25会場ܭ画でのάϦーンਫૉಋೖのݚ
ڀݚԉと/&%0のௐࠪࢧに当たっても、会員のڀ
間的制࣌ԉをಘながらも、2025年開催というࢧ
のதでਫૉΩϟϦΞやΞンϞニΞ発ిをສത会場ݶ
にಋೖするのは೉しく、会場でϦΞルにΧーϘン
ニューτϥルୡ成にはఔԕくなっているのが
2022年の実ଶである。
　Ұ方、౦ژでの೔ീژ地۠や新॓新都৺地۠でも
ਗ਼૟޻場のഉ೤ར༻と$(4のซ設、ഉ೤څڙಋ؅
の共同ߔར༻などもະだにֆにඳいた໫のྖ域であ
る。その上、ࠃはもちΖん౦ژ都や大ࡕ෎市౳は、
体のΧーϘンϋーϑୡ成໨ඪに$(4やഉ೤ར࣏ࣗ
༻による୤୸ૉのد༩౓をࠐݟんでいる様ࢠはݟड
͚られない。গなくとも、この෼໺に地方࣏ࣗ体や
（をআいてࢉ910ʟ25の/&%0予&）がࢉの予ࠃ
実である。ैって、これかݱ上されていないのがܭ
らのλーήοτは、ࠃや地方࣏ࣗ体に当協会の֤
#$%事業Խ委員会において、その成Ռをೝめて頂
き、ิॿ予ࢉの申੥に͚޲て、地方࣏ࣗ体であるಛ
ผ会員との協力をظ଴したい。
　その第Ұาとして、2021年౓はਆށ市におい

BCD஦ᴗ໬᥎㐍≉ูᮏጤဨ఍
ጤဨ㛗 ᑿᓥಇ㞝㸦⌮஦㛗㸧

ጤ ဨ Ⲩ஭⩏ே㸦๪⌮஦㛗㸧

✄㎶୍ே㸦๪⌮஦㛗㸧

ᑠす㞞Ꮚ㸦๪⌮஦㛗㸧

ᰗ஭ ᓫ㸦๪⌮஦㛗㸧

すᓮኴ┿㸦๪⌮஦㛗㸧

బᅵཎ⪽㸦Ꮫ⾡⌮஦㸧

ᑠ⃝୍㑻㸦Ꮫ⾡⌮஦㸧

WG ᖿ஦ ୰ᔱᾈ୕㸦Ꮫ⾡⌮஦㸧

BCD ஦ᴗ໬ጤဨ఍ࠊBCD ≉ูጤဨ఍ࠊ≉ูጤဨ఍ྡ ጤဨ㛗

࠙BCD஦ᴗ໬ጤဨ఍ࠚ

ձ ᪥ඵிᆅ༊᤼⇕฼⏝ネ࣡ࢺࢵーࢡ BCD ஦ᴗ໬ጤဨ఍ ᮧୖබဢ

ղ ᪂ᐟ᪂都ᚰᆅ༊᤼⇕฼⏝ネ࣡ࢺࢵーࢡ BCD ஦ᴗ໬ጤဨ఍ బᅵཎ⪽

ճ ኱㜰ክὪᆅ༊࢝ーࣗࢽࣥ࣎ーࣛࢺル BCD஦ᴗ໬ጤဨ఍ ᑿᓥಇ㞝

մ ᐩᒣ市す⏫໭⥲᭤㍯ᆅ༊ BCD ஦ᴗ໬ጤဨ఍ ᑿᓥಇ㞝

յ ྡྂᒇ㔠ᒣ㥐࿘㎶ BCD஦ᴗ໬ጤဨ఍ ዟᐑṇဢ

ն ᶓ὾㥐ᮾཱྀ࿘㎶࢝ーࣗࢽࣥ࣎ーࣛࢺル BCD ஦ᴗ໬ጤဨ఍ బᅵཎ⪽

࠙BCD≉ูጤဨ఍ࠚ

շ 㥐࿘㎶࢔ࢽࣜ BCD≉ูጤဨ఍ ᑠ⃝୍㑻

ո ⚄ᡞ୕ࣀᐑ㥐࿘㎶ BCD≉ูጤဨ఍ ᑿᓥಇ㞝

չ ụ⿄㥐࿘㎶ BCD≉ูጤဨ఍ ཎ ⱥႹ

պ ᕝཱྀ市ᙺᡤ࿘㎶ BCD ≉ูጤဨ఍ ቑ⏣ᖾᏹ

࠙≉ูጤဨ఍ࠚ

ջ EXPO’25఍ሙࡿࡅ࠾࡟᪂エネルギー➼ᑟධ≧ἣㄪᰝጤဨ఍ ᑿᓥಇ㞝

ռ ᾏእࣛࣇࣥ࢖ JCM◊✲఍㸦ࡿࡅ࠾࡟➼࢖ࢱ都市㛤Ⓨ㸧 ᑿᓥಇ㞝

ս ༓㔛୰ኸ㥐࿘㎶࣐ࢫー࢕ࢸࢩࢺ≉ูጤဨ఍ ᑿᓥಇ㞝

図　2022年度　BCD事業化推進特別本委員会の構成案
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て「ਆٶࡾށӺ周ลとிࣷ周ล開発をத৺とした୤
୸ૉまちͮくりと#$%に関するシンポジューム」
を実ࢪし、2022年౓はԣ඿市で、協会ྫ߃の第
2�ճ都市環境シンポジュームの開催を予定してい
る。なお、201�年から実ࢪしているઍཬதԝ地
市の$(4と#$%活ޱた๛த市や઒͚޲੔උに࠶۠
༻スϚーτシςΟϓϩジΣΫτ౳も参ߟにして΄し
い。また、۩体的には、ྫえ͹、౦ژ都৺やເऱで
のΧーϘンニューτϥルϓϩジΣΫτを実૷したと

きに、どれఔの୤୸ૉがՄೳになり、その౤資අ༻
がどれఔかを定ྔԽすることによって、$0̎ݮ࡟
໨ඪへのݙߩ౓や事業実ݱのՄೳੑをࣔし、ࠃや地
方࣏ࣗ体の関৺をߴめることを֤#$%事業Խ委員
会の成Ռにظ଴する࣍第である。
　2022年౓に予定している#$%事業Խਪ進ಛผ
委員会のߏ成案をਤにࣔし、会員֤ࣾの御ࢧԉをこ
れからもظ଴する࣍第である。
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̍ɽ͸͡Ίʹ
　2020年10݄に೔本੓෎が発දした「2050年
ΧーϘンニューτϥルએݴ」により、$0̎ネοτ・
θϩ実ݱに͚޲た動きがҰؾにՃ速した。
　2021年݄̒にެදされた「2050年ΧーϘン
ニューτϥルに൐うάϦーン成長ઓུ」̍）（Ҏ下、
άϦーン成長ઓུ）では、「成長がظ଴される1�෼
໺」がܝげられ、そのҰͭとして「ੈ࣍୅೤エネル
ギー࢈業」が取り上げられている。そのઆ໌のதに

業・ຽੜ部໳のエネルギーফඅྔの約ׂ̒は೤࢈」
धཁであり、೤はࠃຽੜ活にܽかͤないもの。څڙ
αΠυがधཁαΠυをרきࠐみながら、೤エネル
ギーをڅڙするΨスの୤୸ૉԽにより೤धཁの୤୸
ૉԽを進める。」とあるように、څڙଆだ͚でなく
धཁଆとҰ体となったΧーϘンニューτϥルԽがٻ
められている。
　このੈ࣍୅೤エネルギー࢈業の成長ઓུ「޻ఔ
ද」では、धཁαΠυの取組みとして「ఱવΨスస
スϚーτエネルギーネοτ」「ίジΣネಋೖ」「׵
ϫーΫ（࠶エネʴίジΣネ）」౳がܝげられ、څڙ
αΠυの取組みとして「ϝλネーシϣン」「ਫૉ੡
଄」「$0̎の෼཭・ճऩ、活༻」「ւ֎αϓϥΠ
νΣーンߏங」౳がܝげられている。
　そのҰ方で、೔本のエネルギー੓ࡦのج本方਑は

「4ʴ̏&」である。2021年10݄にࡦ定された第
ࡦ画̎）では、「エネルギー੓ܭ本جエネルギー࣍̒
を進める上の大ݪଇとしての、҆શੑ（4BGFUZ）
をલఏとした上で、エネルギーの҆定څڙ（&OFSHZ 
4FDVSJUZ） を 第 Ұ と し、 経 ࡁ ޮ ཰ ੑ の ޲ 上

（&DPOPNJD &⒏DJFODZ）による௿ίスτでのエネ
ル ギ ー ڙ څ を 実 ݱ し、 同 ࣌ に、 環 境 へ の ద ߹

（&OWJSPONFOU）をਤる、4ʴ̏&のࢹ఺の重ཁੑ

はैདྷと何ら変わりはない」と記ࡌされている。
　また、ۙ年、೔本においてはࣗવ֐ࡂがස発かͭ
ܹਙԽしており、࣌֐ࡂでもڅڙՄೳなϨジϦエン
スੑを݉ねඋえた多૚的なエネルギーڅڙ体制をߏ
ஙすることが重ཁである。
　さらに、೔本のಛ௃として、エネルギーج本ܭ画
には「࢛方をւにғまれ、ࠃ際࿈ܥઢがແく、Խੴ
資ݯにܙまれͣʜ（தུ）ʜࣗવエネルギーを活༻
する৚݅もॾ֎ࠃとҟなるなど、エネルギーڅڙの
੬ऑੑを๊えている」と記ࡌされている。ΧーϘン
ニューτϥルࣾ会の実ݱに͚޲ては、ϨジϦエンス
ੑೳの޲上をલఏとしながら、লエネ・ল$0̎と
の྆立をਤる౳、೔本ಠࣗの取組みを行っていくඞ
ཁがある。

̎ɽ౦ژΨεͷ໨࢟͢ࢦ
　೔本੓෎による「2050年ΧーϘンニューτϥ
ルએݴ」に先立ち、౦ژΨスでは201�年11݄に
άルーϓ経ӦϏジϣン「$PNQBTT2030」をެද
している。「$PNQBTT2030」では、「$0̎ ネο
τ・θϩ」をϦーυするとએݴし、ΧーϘンニュー
τϥルࣾ会へのҠ行に͚޲た௅ઓをܝげている。
　さらに、Ϗジϣン実ݱに͚޲た۩体的ΞΫシϣン
を Ұ ૚ Ճ 速 さ ͤ て い く た め、2021年11݄ に

「$PNQBTT "DUJPO」をެදし、Ψス体と࠶エネ
の྆ྠで੹任あるτϥンジシϣンをϦーυするとએ
し、ΧーϘンニューτϥルへのҠ行ϩーυϚοϓݴ
を໌らかにしている。
　τϥンジシϣンエネルギーとしてظ଴がߴまる
-/(・ఱવΨスと࠶エネを組み߹わͤた௿・୤୸
ૉԽへのண実なҠ行や、多様Խするࣾ会・地域・お
٬さまの՝୊へのղܾࡦのఏڙは、౦ژΨスάルー

લઢ࠷ɾٕज़ڀݚ

౦ژΨεάϧʔϓͷ$0̎ωοτɾθϩ΁ͷ௅ઓ

౦ژΨスג式会ࣾ　ΧスλϚーˍϏジネスιϦューシϣンΧンύニー

企画部　エネルギーެ共άルーϓϚネージϟー　ਗ਼田　म
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ϓだからこそՌたすことができるࣾ会的໋࢖とೝࣝ
しており、धཁଆとڅڙଆの྆໘からの取組みを通
じ、Ψス・ిؾ・೤の౷߹的な$0̎ネοτ・θϩ
にݙߩしていくߟえである。そのΠϝージをਤ̍に
ࣔす。

̏ɽधཁଆͷऔ૊Έ
3.1　スマートエネルギーネットワークの導入推進
　౦ژΨスでは、धཁଆの取組みとして、「$0̎

ネοτ・θϩとϨジϦエンスを྆立するधཁଆの最
దϚネジϝンτ」を໨ࢦし、スϚーτエネルギー
ネοτϫーΫ（Ҏ下、スϚエネ）のಋೖをਪ進して
いる。
　スϚエネにおいては、ίージΣネϨーシϣンシス
ςム（Ҏ下、$(4）をத৺として、地਒にڧいΨ
スಋ؅を活༻したエネルギーϨジϦエンスの޲上、
೤とిؾの໘的ར༻や*$5を活༻したधڅ࿈ܞ制御
による大෯なলエネ・ল$0̎、࠶ੜՄೳ�ະར༻エ
ネルギーを最大ݶར༻した地࢈地ফシスςムのߏங
を実ફしている。スϚエネのಛ長をਤ̎にࣔす。

3.2　スマエネの最新事例
　ここでは、ۙ年の最新動޲を౿まえたスϚエネの
事ྫとして、田ொӺ౦ޱ๺地۠にお͚る取組みを紹
介する。エネルギーシスςムのશ体૾をਤ̏にࣔ
す。

　まͣ̍఺໨はஈ֊開発へのରԠである。࠶開発の
֤ஈ֊にԠじてద੾な容ྔのϓϥンτをߏஙし、̎
ͭのϓϥンτ間を࿈ܞして೤の໘的༥通を行うこと
で、ޮߴ཰ӡ༻とϨジϦエンス޲上の྆立を実ݱし
ている。
　̎఺໨は࠶ੜՄೳエネルギーやະར༻エネルギー
の最大ݶの活༻である。ペσスτϦΞンσοΩの԰
ࠜ໘にଠཅ೤ύネルをෑき٧め、この೤をϓϥンτ
で最大ݶ活༻している。また、ະར༻エネルギーと
して、年間ਫԹが҆定している地下τンネルਫが地
۠ۙ๣にҰ定ྔଘࡏしており、この೤を集த的に活
༻して೤ݯ機のޮ཰޲上を実ݱしている。
　̏఺໨はधڅ࿈ܞ制御のಋೖである。この地۠で
は、スϚーτエネルギーネοτϫーΫ・エネルギー
Ϛネジϝンτシスςム（4&/&.4）をಋೖしてお
り、地域શ体のエネルギーの最దԽを໨ࢦし、ϓϥ
ンτの೤ݯ機のみでなく、धཁՈଆのۭௐ機౳の設
උまでをඞཁにԠじて制御している。ୠし、धཁՈ
の༻్・ن໛・ཁ๬౳もՃ味した上で、どのൣғま
でۭௐ制御するかをधཁՈにબ୒してもらってい
る。ద༻するൣғにͭいては4&/&.4でࣗ動制御
するものの、࣌間ଳによってはその制御がそ͙わな
いと感じるधཁՈがいるՄೳੑもあるため、そうい
う場߹にはधཁՈଆでϦηοτする機ೳも持たͤて
いる。
3.3　進化し続けるスマエネ
　地域エネルギーڅڙは、これまでもࣾ会のニーζ

ਁુ઱ਝ ୰੹৳୘ୱ

図３　田町駅東口北地区のエネルギーシステム

⋇ற峒峔峵崛ー崠崏崵嵔ー崟嵏嵛

⋈崐崵ル崖ー峘એ৓ਹ৷

⋉ગে૭ચ/౞ਹ৷崐崵ル崖ー峘ਈপਹ৷

⋊ICT峼ણ৷峁峉೽ஔ৴௚਑౪

⋋崔崡଑ଵ峘ਘᒃਙ

図２　スマエネの特長
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図１　東京ガスの考えるCO２ネット・ゼロの絵姿
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に߹わͤて進Խしてきた。1��0年୅に大ؾԚછ
๷ࢭの؍఺から新॓新都৺でट都ݍॳとなる地域冷
暖房をಋೖしたのをൽ੾りに、࣌୅と共にলエネ・
লίスτやϨジϦエンス޲上といった様々なニーζ
にԠじてきた݁Ռ、スϚエネへと進Խしてきた。
　今後は、ΧーϘンニューτϥルࣾ会の実ݱに͚޲
て、$(4の持ͭ࠶エネௐ੔力機ೳの活༻やधཁଆ
での$0̎ར༻ٕज़（$$6）の活༻といった最新ٕ
ज़を組み߹わͤ、スϚエネのڧみであるधཁଆの最
దϚネジϝンτ機ೳを持ଓ的にߴ౓Խさͤていく。

（１）CGSの持つ再エネ調整力機能の活用
　ଠཅޫや෩力発ి౳の࠶ੜՄೳエネルギーはఱީ
によりधཁとແ関܎に出力が変動するため、「変動
౷に大きܥ͹れ、ಋೖが進Ή΄どి力ݺエネ」と࠶
なෛ୲がかかり、ఀిのϦスΫが૿Ճするとݴわれ
ている。
　これにରし、$(4やΨスۭௐ౳のಋೖにより、
ෆ҆定な出力変動をิ完することが出དྷるので、࠶
ੜՄೳエネルギーの大ྔಋೖにݙߩすることができ
る。$(4による࠶ੜՄೳエネルギーの出力変動ิ
完のΠϝージ̏）をਤ̐にࣔす。
　さらに、஝ి஑や&7などのଞの෼ܕࢄエネル
ギーϦιースと$(4を࿈ܞさͤることで、ௐ੔力
を༗する֤機ثが最దとなるよう711としての機
ೳを持たͤ、࠶ੜՄೳエネルギーのಋೖ֦大（ௐ੔
力֬อ）にد༩することができる。
　౦ژΨスでは、άルーϓ事業ॴに෼ࢄ設ஔされて
いるଠཅޫ発ి、஝ి஑、$(4をࣗ動で౷߹制御
する711を実༻Խし、2020年݄̍にӡ༻を開࢝
し て い る。 ԕ ִ ࣗ 動 制 御 シ ス ς ム「)FMJPOFU 

"EWBODF」を活༻し、ৗࢹ؂࣌σーλを༻いてෳ
਺αΠτのݐ෺ి力ෛՙやଠཅޫ発ిの出力変動を
୹ظ的かͭߴいਫ਼౓で予ଌを行っている。本ϓϩ
ジΣΫτの֓ཁとӡ༻実績をਤ̑にࣔす。
　ෛՙ変動のԠ౴ੑに༏れた஝ి஑や長࣌間ӡసが
Մೳな$(4といった多様な෼ܕࢄエネルギーϦ
ιースそれͧれの長ॴを活༻し、きわめてߴいϨϕ
ルでの同࣌同ྔを実ݱしており、࠶ੜՄೳエネル
ギーのಋೖ֦大に͚޲て、धڅが࿈ܞすることでి
力ܥ౷҆定ҡ持にݙߩ出དྷることをূ໌している。

（２）需要側でのCO２利用技術（CCU）の活用
　౦ژΨスでは、Ψス機ثഉΨスதにؚまれる
$0̎をお٬さま先でճऩ・ར༻する$$6αーϏス
の開発にண手している。
　ΦンαΠτ$$6としては、ᶃΨス機ثഉΨスの
௚઀ར༻とᶄ$0̎෼཭ճऩ૷ஔをར༻したഉΨス
ೱॖར༻の̎छྨのݕ౼を行っている。ΦンαΠτ
$$6の෼ྨをਤ̒にࣔす。
　先進事ྫとしては、「ࣳӜϓϩジΣΫτ」におい
て、ΦンαΠτ$$6のಋೖをܭ画している。
　本ϓϩジΣΫτは、طଘのࣳӜ地域冷暖房۠域内
に新設ϓϥンτを設͚、طଘϓϥンτとも೤の༥通
を行うスϚエネのߏஙを໨ࢦしている。エネルギー
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図６　オンサイトCCUの分類図４　CGSによる再生可能エネルギーの安定運用
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図５　分散型エネルギーリソースの統合制御
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シスςムの֓ཁをਤ̓にࣔす。
　新設ϓϥンτには௒ޮߴ཰೩料ి஑をಋೖする予
定となっており、೩料ి஑のഉΨスதにؚまれる
$0̎をճऩし、ഉਫをத࿨するシスςムのಋೖを
している。೩料ి஑のഉΨスからの$0̎ճऩ౼ݕ
と༗ޮར༻（$$6）を行う組み߹わͤとしてはࠃ
内でॳめての取組みである。ݕ౼தのシスςムをਤ
̔にࣔす。

௔߶ްི೫ྋ電ஓ

ഋਭ஦࿪ૹ஖

൅電電ྙ౐ࢤΪη

ഋਭ ஦࿪ॴཀྵਭ

ഋΪηʤCO 2ʥ

図８　芝浦プロジェクトにおけるCCU（検討中）

̐ɽڅڙଆͷऔ૊Έ
　౦ژΨスでは、धཁଆの取組みにՃえ、څڙଆの
取組みとして、「୤୸ૉΨス体エネルギーのαϓϥ
ΠνΣーンߏங」をਪ進している。
　まͣは、࣌ݱ఺で活༻ՄೳなΧーϘンニューτϥ
ル-/(のී֦ٴ大をਪ進していく。　　

　さらに、2030年に͚޲て、$0̎ϑϦーਫૉと
ճऩした$0̎をϝλネーシϣン൓Ԡにより݁߹さ
ͤた߹成ϝλンのࣾ会実૷に͚޲て取り組んでい
く。2030年࣌఺に当ࣾのΨスൢചྔの̍ˋ૬当஫̍）

にあたる߹成ϝλンのಋೖを໨ඪにܝげ、ᶃ࠶ੜՄ
ೳエネルギーを活༻したਫૉ੡଄の௿ίスτԽ、ᶄ
߹成ϝλン੡଄のスέールΞοϓ、ᶅւ֎αϓϥΠ
νΣーンߏங౳に஫力して取り組んでいく。
4.1　カーボンニュートラルLNG
఺で活༻ՄೳなΨス体エネルギーの୤୸ૉԽ࣌ݱ　
Φϓシϣンとして、ΧーϘンニューτϥル-/(（Ҏ
下、$/-）がある。
　$/-は、ఱવΨスの۷࠾から೩মにࢸるまでの
ఔで発ੜするԹࣨޮՌΨスを、ผの場ॴの取組み޻
でٵऩ・ݮ࡟した$0̎で૬ࡴすること（ΧーϘン・
Φϑηοτ）により、地نٿ໛ではこのఱવΨスを
しても$0̎が発ੜしないとみなされる-/(の༺࢖
ことをࢦしており、これを活༻した都市Ψスをڅڙ
している。
　企業Ձ஋޲上にར༻しやすいスτーϦーを༗した
ϘϥンλϦーΫϨジοτを活༻しており、地نٿ໛
でのԹࣨޮՌΨスݮ࡟や、4%(Tの؍఺からࣾ会ߩ
。組みをਤ̕にࣔす࢓。༩できるدにݙ
　2022年݄̑࣌఺でのڅڙ਺は�0ࣾҎ上となっ
ており、4%(Tへのݙߩを໨的に$43活動のҰ環
としてご࠾༻頂くέースが多くなっている。
　また、$/-のී֦ٴ大とそのར༻Ձ஋޲上の実
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図７　芝浦プロジェクトエネルギーネットワーク概要
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図９　CNLを活用した都市ガスの仕組み
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を໨的として、$/-όΠϠーζΞϥΠΞンスをݱ
設立している。2022年5݄࣌఺で50ࣾの企業・
๏ਓがҰ丸となって$/-をੈのதに広くೝ知さͤ
ると共に、౤資機関によるධՁ޲上やࠃ内֤छ制౓
にお͚るҐஔ͚ͮの֬立に͚޲て取組みをਪ進して
いる。
4.2　合成メタンの社会実装に向けた取組み
　߹成ϝλンとは、࠶ੜՄೳエネルギーを活༻した
$0̎ϑϦーਫૉとճऩした$0̎をϝλネーシϣン
൓Ԡにより߹成さͤたΨスをࢦす。ϝλネーシϣン
のݪཧをਤ10にࣔす。
　߹成ϝλンのࣾ会実૷にあたっては、࠶ੜՄೳエ
ネルギーを活༻した$0̎ϑϦーਫૉの੡଄にՃえ
て、߹成ϝλン੡଄のスέールΞοϓが重ཁとな
る。それに͚޲、すでにண手しているখن໛実ূに
Ճえてதن໛実ূを実ࢪしていく。
　さらに、ւ֎での大ن໛実ূ、αϓϥΠνΣーン
のߏஙを行うことによって、2030年での߹成ϝ
λン̍ˋಋೖを໨ࢦす。これらҰ࿈の߹成ϝλンの

ࣾ会実૷に͚޲たϩーυϚοϓ̐）をਤ11にࣔす。
（１）水素製造の低コスト化
ੜՄೳエネルギーを活༻した$0̎ϑϦーਫૉ࠶　
੡଄のίスτ௿ݮ・ޮ཰Խに͚޲て、ϝΨϫοτڃ
のਫిղ૷ஔを࢖༻し、ॅ༑঎事ג式会ࣾと共同
で、*5.ࣾ੡ਫిղ૷ஔによるਫૉ੡଄実ূを実ࢪ
する予定である。*5.ࣾ੡の大ܕਫిղ૷ஔのಋೖ
は೔本でॳめての取組みである。*5.ࣾ੡ਫిղ૷
ஔの࢓様をਤ12にࣔす。
　さらに、௿ίスτの$0̎ϑϦーਫૉ੡଄に資す
るਫిղシスςムのߏஙに͚޲ては、4$3&&/ࣾ
と「ਫిղ༻ηルスλοΫ」およͼ「ਫిղ༻ηル
スλοΫの੡଄૷ஔ」の共同開発を行っている。

（２）合成メタン製造のスケールアップ
ଘのϝλネーシϣンٕज़を活༻し、2022年ط　
݄̏よりԣ඿ςΫϊスςーシϣンにてখن໛実ূを
開࢝している。ϝλネーシϣン実ূ設උのࣸਅをਤ
13にࣔす。本実ূでは、ԣ඿市౳との࿈ܞによる
地域のΧーϘンニューτϥルԽ・୤୸ૉԽに͚޲た

CO2৚ઽ
ൾল

嵉崧崵嵤崟嵏嵛

ୟଛ
ਹ৷

ใோ੃৘崔崡
଑ଵਹ৷

৅ਗ਼ਚಉ 崓嵤嵄嵛崳嵍嵤崰嵑嵓

ગ崐崵ಉ

ใோ崔崡ਃஓਹ৷

CGS

嵄崌嵑

CO2

H2

CHڰ

੃৘崔崡਌ਛী
়ਛ

4H2 + CO2
= CH4 + 2H2O

図10　メタネーションの原理

図11　合成メタンの社会実装に向けたロードマップ
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地࢈地ফϞσルのݕ౼や、より大ن໛な実ূݧࢼ、
αϓϥΠνΣーンのߏஙに͚޲た՝୊ந出とղܾࡦ
のݕ౼を進めている。実ূの֓ཁをਤ1�にࣔす。
　຤広地۠内にあるԣ඿市資ݯ॥環局 ௽޻ݟ場（ご
みম٫設උ）のഉΨスのதから෼཭ճऩする$0̎

（ओにόΠΦϚス༝དྷ）や、ԣ඿市環境૑଄局 ๺部
下ਫಓηンλーのফԽΨス（下ਫԚటをॲཧするա
ఔで発ੜするόΠΦΨス）、࠶ੜਫ（下ਫॲཧした
ਫをΖաしたਫ）など環境ෛՙの௿い資ݯをݪ料と
してԣ඿市からఏڙをड͚、ϝλネーシϣンのݪ料

としてだ͚でなく、資ݯとして༗ޮར༻するٕज़
（$$6ٕज़）の֬立に͚޲た実ূݧࢼを実ࢪする。
　本実ূでಘられた知ݟは、2020年୅൒͹から
のࣾ会実૷に͚޲たதن໛実ূで活༻していく。
　தن໛実ূとしては、ࠃ内の޻業ஂ地・大ن໛ध
ཁՈ（ηϝンτ・Խֶ・మ߯౳）・ಛ定の地域にお
͚る資ݯ（$࠶・0̎エネ、ਫૉ）の最ద活༻に޲
͚て、地域でのϝλン੡଄・ར༻や都市Ψスಋ؅஫
ೖを予定しており、ࡏݱ、ଠฏ༸ηϝンτג式会ࣾ
とηϝンτ੡଄޻ఔ༝དྷの$0̎を༻いた都市Ψス
Πンϑϥによるকདྷ的なڅڙを໨ࢦしたϝλネー
シϣン事業の実ݱՄೳੑௐࠪを実ࢪしている。この
ようなௐࠪの内容Πϝージをਤ15にࣔす。

（３）海外サプライチェーンの構築
　2030年の߹成ϝλンのࣾ会実૷に͚޲ては、
ஙがඞߏ内だ͚でなく、ւ֎αϓϥΠνΣーンのࠃ
ཁෆՄܽである。ࠃ内֎の事業者・関܎者と協力し

項目 仕様

ਃர HGas3SP

਷ਗ਼ੰ্ૄ ಕ৬ৈী৕஑

਷ಞଲୗચৡ 30.9 kg/h

োৡਗ਼౺ 2.0 MW

ঃॵॣش४ 40ইॕشト॥ンॸॼ
ॳラش/エアشঈラスト

ਭ電մૹ஖の༹࢕

図12　ITM社製水電解装置の仕様

図13　メタネーション実証設備（写真）

図14　横浜でのメタネーション実証

15

図15　メタネーション事業の実現可能性調査
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ながら、ෳ਺の事業ՄೳੑධՁを実ࢪしている。
　ϚϨーシΞにおいては、߹成ϝλンを੡଄し、೔
本にಋೖするαϓϥΠνΣーンのߏஙにͭいて、ॅ
༑঎事ג式会ࣾ、ペτϩφスࣾと共に事業Մೳੑධ
Ձを行っている。
　また、๺ถ・߽भにお͚る߹成ϝλンの੡଄、ӷ
Խ・༌ૹまでのαϓϥΠνΣーンશ体の事業Մೳੑ
ධՁを実ࢪしている。

̑ɽ·ͱΊ
　ΧーϘンニューτϥルの実ݱに͚޲て、࠶エネの
ಋೖ֦大はもちΖん重ཁだが、লエネのపఈもҾき
ଓき重ཁであり、ిؾ・Ψス・೤をؚめたあらゆる
෼໺での取組みを૯動員するඞཁがあるとߟえる。
　また、ΧーϘンニューτϥルに͚޲た取組みと߹
わͤて、ϨジϦエンス޲上に͚޲た取組みも重ཁで
ある。
　౦ژΨスは、これまでも-/(のಋೖ、ఱવΨス
ίージΣネϨーシϣンシスςムのಋೖ、Ոఉ༻೩料
ి஑の開発など、ࣾ会՝୊にԠじたιϦューシϣン

をੜみ出してきた。これからも、੹任あるτϥンジ
シϣンをϦーυするため、お٬さま・ࣾ会・Ϗジネ
スύーτφーの皆様と共に新たなՁ஋を共૑し、ध
໘から、$0̎ネοτ・θϩという新たなࣾ会྆څ
の実ݱにݙߩしていくॴଘである。

ݙจߟࢀ

̍）経࢈ࡁ業ল　「2050年ΧーϘンニューτϥルに൐うά

Ϧーン成長ઓུ」（本จ）（2021年݄̒1�೔）

̎）資ݯエネルギーி　「第̒࣍エネルギーج本ܭ画」

（2021年10݄22೔）

̏）Ұൠࣾஂ๏ਓ　೔本Ψス協会　「෼ܕࢄエネルギーが૑

り出す2050年ະདྷ」（2021年݄̍）

̐）経࢈ࡁ業ল　第̒ճϝλネーシϣンਪ進׭ຽ協ٞ会　

資料̐౦ژΨスઆ໌資料（2022年݄̏22೔）

஫

஫̍）Է、発ిをআいた当ࣾの都市Ψスൢചྔの̍ˋ

（2020年౓࣌ 約�
000ສN ̏）
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̍ɽେ੒ࡳຈϏϧͷ֓ཁʢϦχϡʔΞϧલʣ
　大成ࡳຈϏルは、当ࣾ設޻ࢪܭによる事務ॴϏル
とళฮのෳ߹༻్Ϗルである。ݐ設地はࡳຈ市தԝ
۠であり、大通りެԂのࡳຈςϨϏౝのۙくにҐஔ
する。地上̔֊のうち̐֊Ҏ上がΦϑΟス༻్とし
て࢖༻されている。ओߏ଄はమےίンΫϦーτ଄で
あり、Ԇচ໘積は�
��0ᶷとなっている。また、
新ங࣌のॡ޻は200�年であったが、2015年に
;&#ԽϦニューΞルを行い、その後、;&#Խのݕ
ূのため、エネルギーαポーτ業務を実ࢪしてい
る。ݐ෺の֎؍をਤ̍にࣔす。
͹ݺ४֊のฏ໘ਤをਤ̎にࣔす。エίϘΠυとج　
れるਧきൈ͚ۭ間をத৺に、֎周部をนபにғまれ
たΦーϓンΦϑΟスとしてܭ画されている。

ਤ̏に大成ࡳຈϏルのஅ໘ਤをࣔす。環境഑ྀݐ
ஙとして様々なཁૉٕज़が取りࠐまれている。ᶃエ
ίϘΠυをར༻したଠཅޫޫ࠾シスςムの5�ιϨΠ
Ϣ、ᶄ֎นۥ体をར༻した知的制ৼシスςムの
5"4.0、๺ۭࠃௐとして༗ޮなলエネ、ෛՙฏ४
Խٕज़である、ᶅ֎அ೤、-PX�&Ψϥス、ᶆۥ体
஝೤、ᶇ֎ؾ冷房、ᶈϑϦーΫーϦンά、ᶉ冷Թਫ
によるۥ体の௚઀冷٫・Ճ೤シスςム、ᶊচશ໘ਧ
出ۭௐ5�#SFF[Fが࠾༻されている。またॡ޻当࣌
は共༻部のみであるがᶋ-&%র໌が࠾༻されてい
る。԰上には冷房ෛՙを௿ݮするᶌߴ൓ࣹృ料がృ
෍されている。エネルギーとの関࿈ではないが、ଞ
にも「طଘۥ体の࠶ར༻」など環境に഑ྀしたݐங
。画となっているܭ

ਤ̐にݐ෺内部のਧきൈ͚ۭ間のエίϘΠυの様
をࣔす。֤ϑϩΞがΦーϓンでこのۭ間に઀ଓしࢠ
ており、エϨϕーλーと֊ஈもこのϘΠυۭ間をར
༻して設ஔされている。ΦϑΟスۭ間は、スέルτ

લઢ࠷ɾٕज़ڀݚ

େ੒ࡳຈϏϧϦχϡʔΞϧͱΤωϧΪʔαϙʔτ

大成ݐ設ג式会ࣾ　ΫϦーンエネルギー・環境事業ਪ進本部

;&#・スϚーτίϛュニςΟ部　エネルギーαポーτηンλー　ଜ上　ਖ਼ޗ

કਚై؟ච৘রఙય
৷ಥ؟হਜਚ嵣૲๘
ଡୗ؟RCୗق঳৖Sୗك
ૠெ؟భએ஋6,970㎡

৉঱8మ/৉ৣ1మ
ৗണᓛੵ2006؟年
ZEB৲リニューアル2015؟年
崐崵ル崖ー崝嵅ー崰2018ع2016؟年

(ZEB৲ਫ਼઒)

図１　大成札幌ビル外観

ਗఢ৖෢෣峕೧峨島峉崒ー崿嵛崒崽崋崡

図２　基準階平面図

૵એ௕

図３　建物の断面図
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ンఱҪによるఱҪのߴさを活かしたղ์感のあるۭ
間となっている。

ਤ̑に、೔本શࠃとࡳຈ地域にお͚るҰൠ的なΦ
ϑΟスϏルの年間冷暖房ෛՙをਪ定したάϥϑをࣔ
す。פ冷地であるࡳຈ地域においては、年間の暖房
ෛՙは౦ژ地域の約2��ഒ、年間冷暖房ෛՙの߹ܭ
では約1�1ഒとなっており、ଞの地域とൺֱしても、
暖房ओ体のۭௐが行われていることがわかる。

ਤ̒に「エί・ϘΠυ」をར༻したࣗવؾ׵のΠ
ϝージਤをࣔす。大成ࡳຈϏルは、-PX�&ෳ૚Ψ
ϥスと100NNஅ೤。エίϘΠυをར༻した重力
அ೤とߴ、したྀߟ冷地であることをפ、などؾ׵
ࣗવؾ׵を྆立するݐஙܭ画としている。

ਤ̓に֎นの֎அ೤の状況をࣔす。ίンΫϦーτ
体による஝೤ޮՌをར༻するため、அ೤は֎அ೤ۥ
としている。֎นの1$൘の内ଆに100NNのஅ೤
などの地域にژを૷ணしている。அ೤ްさは、౦ࡐ
お͚るҰൠ的なஅ೤ް25NNの約̐ഒఔ౓となっ
ている。

ਤ̔は、அ೤ࡐの内ଆと֎ଆのࠁ࣌ผԹ౓の変Խ
を̍年෼άϥϑԽしたものである。ബい੨৭でࣔし
た֎ؾԹ౓はق、ࠁ࣌અによって大きく変動してい
るのにରして、ίンΫϦーτۥ体の֎ଆにあるஅ೤
の内ଆのԹ౓は年間を通して҆定していることがࡐ
わかる。

ਤ̕にۭௐ഑ܥ؅౷ਤ、ਤ10にج४֊のۭௐシ
スςムਤ、ද̍にۭௐシスςムの֓ཁをࣔす。今ճ
のϦニューΞルのର৅ではないが、エネルギーα

崰崫崿嵑崌崰岵峳ൾਞ

ঽேఌਞ
ਗਞ਄োઠ

ਗ૵೸(૵೸౫100mm)
[ਗ෢એ ೸଀෰଩੖]

Low-E崔嵑崡ٔษએ஋૨٫ڵڭ
[ษએ ೸଀෰଩੖]

ঽேఌਞ
ਗਞ਄োઠ

崐崛ҩ嵄崌崱

図６　エコ・ボイドを利用した自然換気
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ポーτによるӡ༻վળにおいて重ཁなཁૉとなった
ため、೤ݯ、ۭௐシスςムの֓ཁにͭいてઆ໌す
る。冷Թ೤ݯとしては、԰上にۭؾ೤ݯώーτポン
ϓνϥーを設ஔしている。また、ϑϦーΫーϦンά

ઐ༻にີด式冷٫ౝを設ஔしている。قઅ੾ସとな
るが、੡଄された冷ਫ、またはԹਫは、֤֊の֎ؾ
ॲཧۭௐ機、চਧ出༻ۭௐ機、およͼスϥϒの上部
のίンΫϦーτにຒ設されたۥ体஝೤、᫔ࣹ冷暖房
༻のচ഑؅にૹਫされている。

ਤ11にۥ体஝೤์ࣹ冷暖房シスςムの設ஔ状況
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図11　躯体蓄熱放射冷暖房システム
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図９　空調配管系統図

図10 基準階空調システム図

表１　空調システム概要

ഐആ೸౺؟૬ਞ೸౺HP崩嵑ー 212kWقళู 80HPك
ഐ೸౺ 崽リー崗ーリ嵛崘৷؟ ഡ൷ૄഐేྶ

181kWقళู 40RTك
೸౺ଓਃ؟崿嵔ー崰ૄ೸ઐఌஓ 99kWٔ44kW

ഐആ਷嵅嵛崿岝ৈആഐ਷嵅嵛崿
੸ઃડ ଦଵഢਝقᐚ৬໮೸ଣೝഐ཮ඬ؟ 1450㎡ك

ਗ৹ਃٔ෫฾ল૬৹ਃق崛嵛崹崗崰஑ك
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をࣔす。上֊のۥ体スϥϒをར༻した、௚ఱҪから
の᫔ࣹ冷暖房となっており、চ໘からのਧ出ۭௐと
のซ༻によりࣨ内のԹ೤、ۭؾ環境を制御してい
る。

̎ɽ;&#ԽϦχϡʔΞϧͷ֓ཁ
　;&#ԽϦニューΞルのϝϦοτとしては、ਤ12
にࣔすように、「ӡ༻の;&#ୡ成」「ෆ動࢈Ձ஋の
など「環境先進ੑΞϐール」「ݮ࡟೤අのޫ」「上޲
があげられる。
　また、ਤ13にエネルギーফඅݪ୯Ґのߟえ方を
ࣔす。今ճのϦニューΞルൣғは、̐ʙ̔֊の事務
ॴϑϩΞをର৅としており、;&#ධՁにͭいても
同じൣғとしてݕ౼を行った。200�年の新ங当
画஋とܭは、ίンηンτ౳のి力ফඅྔをؚんだ࣌
して、当࣌のলエネ๏のجࢉܭ४である$&$ࢉܭ
によってࢉ出される、চ໘積当り年間1
�20.+の
ඪ४஋にରして、ܭ画஋が1
100.+となっており、
޻画஋となっている。200�年のॡܭのݮ࡟ˋ�0

後、 ӡ ༻ վ ળ を 重 ね、2010年 の 実 績 ஋ で は、
���.+の実績஋となり、ඪ४Ϗルにରして約
52 ˋ の ࡟ ݮ を ୡ 成 し て い る。 こ れ に ର し て、
2015年の;&#ԽϦニューΞル࣌はলエネ๏がվ
ਖ਼されており、#&45ϓϩάϥムを࢖༻して、ج४
஋、ܭ画஋をࢉܭ࠶することになった。ϦニューΞ
ルの内容にͭいてはこの後のทでઆ໌するが、ج४
஋1
132.+にରして5��.+のܭ画஋となってお
り、50ˋݮ࡟となる;&# 3FBEZ૬当のੑೳをܭ
画した。ܭ画஋のӈԣの๮はϦニューΞル後̍年໨
の201�年౓の実績஋であるが、ج४஋にରして
��ˋのݮ࡟実績となり、ܭ画஋の50ˋݮ࡟をए
しڹԹ౓౳がӨؾ֎や༺࢖೔ٳ設のࢪ。下ճったׯ
たݪҼのҰͭとしてߟえられる。これにͭいてのӡ
༻ରࡦにͭいても後ทでઆ໌する。
　;&#ԽϦニューΞルでಋೖしたলエネٕज़とし
て、طଘの)Gޫܬ౮のর໌ث۩をޮߴ཰-&%র໌
をΞンϏエンτ۩ثしている。このর໌ߋに変۩ث

చ੖૨峙岝ERR(Energy Redution Ratio)

図13　エネルギー消費原単位の考え方

 ᯺खऔ॑೪इञLEDස৥द৥ॊऔ૎॑ଖइॊ୾୭୆॑઀୹
 ॱ५ॡ॔٭ンঅग़ンॺ্ૄपेॊස৥エॿঝॠشभచ減

ใோHfස৥ஓ఻108؟W

০৚଑োLEDස৥52؟W

人検知
センサー

天井照明
高効率LED(300lx)

タスクライト
(400lx)

机上面700ルクスを確保

পਛड़জ४ॼঝLEDස৥

図14　高効率LED照明器具とタスク＆アンビエント照明

図12　ZEB化リニューアルのメリット
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র໌として300MYを֬อし、λスΫϥΠτとあわ
ͤてص上໘で�00MYのর౓を֬อした。
　また、র໌ث۩を制御する࢓組みとして、ੈ࣍୅
ਓݕ知シスςム 5�;POF 4BWFS（ਤ15）を࠾༻し
た。ηンαーの形状にಛ௃があり、Ұͭのηンαー
Ϣニοτで、ྡ઀する̐エϦΞにお͚るࡏ�ෆࡏを
ผ々にݕ知することができる。そのため、設ஔス
ペースや取෇͚࡞業の໘でもϦニューΞルに༗རな
シスςムとなっている。
　ਓݕ知ηンαーの動࡞をਤ1�にࣔす。ਓのࣨࡏ
状況として、ෆࡏの状ଶから、ೖࣨ、そして଺ࡏの
状ଶ、さらに退ࣨして、ෆࡏの状ଶという変Խを૝
定する。ैདྷܕηンαーの場߹、ೖࣨとともにηン
αーが൓Ԡしর໌が0/となるが、内ଂλΠϚーに
よるҰ定࣌間経ա後、ࣨࡏの状ଶであるのに0''
の動࡞となってしまう。さらに退ࣨの際はその動き
に൓Ԡして0/となってしまい、ෆࡏであるにも関
わらͣর໌が఺౮している状ଶとなっている。これ
にରして、今ճ࠾༻したੈ࣍୅ਓݕ知ηンαーは、

ਓの発する೤を൑அしてর໌を0/�0''するΞル
ΰϦζムにより、ਓがډる間だ͚র໌を0/に制御
することがՄೳである。
　ਓݕ知ηンαーを༻いたর໌制御は、̐౮ごとの
制御など、ෳ਺୆のর໌ث۩をまとめて制御するこ
とがैདྷはҰൠ的であったが、今ճのܭ画では、র
なるߋ、しており༺࠾౮୯୯Ґでの制御を̍۩ث໌
লエネԽがਤられている。（ਤ1�）
　執務者へのলエネルギー意ࣝの޲上によるলエネ
ギー行動のଅ進をظ଴して、ਓݕ知ηンαーによる
ਓのࡏ�ෆࡏの状況や、র໌の໌るさの制御状況を
ϦΞルλΠムに֬ೝできるϞニλー૷ஔが共༻部に
設ஔされている。（ਤ1�）

̏ɽΤωϧΪʔαϙʔτͷ࣮ࢪͱޮՌ
　ϦニューΞル後、エネルギーαポーτによるエネ
ルギーফඅ෼ੳとӡ༻վળを実ࢪし、そのޮՌをݕ
ূした。
　エネルギーαポーτηンλーの֓ཁをਤ1�にࣔ
す。エネルギーαポーτηンλーは当ࣾ、エネル
ギー本部（ݱɿΫϦーンエネルギー・環境事業ਪ進
本部）に設ஔされた機ೳである。;&#やলエネϏ য峘૔ਂط૔峼岝崣嵛崝ー岶ਫન峕ਫ਼ੴ

 崣嵛崝ーੲਾ峕੦峏岷岝ස৥崐崵ル崖ー峼ਈ৵৲
人検知センサ

ᅾ䜶䝸䜰 ୙ᅾ䜶䝸䜰

アンビエント
タスクライト

点 灯
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減 光
消 灯

図15　次世代人検知システム T-Zone Saver
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図16　人検知センサーの動作

図17　１灯単位での照明制御

図18　「見える化モニター」の設置
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ルをର৅に、ॡ޻後のলエネルギーӡ༻ࢧԉを行
い、実際のݐ෺ར༻状況に߹わͤたӡ༻վળରࡦを
ఏ案している。ਤ1�にࣔすように、ϏルΦーφー
をத৺に、ର৅となる;&#などのݐ෺؅ཧ会ࣾと
࿈ܞして、実績σーλやӡ༻情報をऩ集෼ੳし、վ
ળఏ案によるさらなるলエネルギーԽをਤる。
　エネルギーফඅ実績を෼ੳしたエネルギーϨポー
τ（ਤ20）を定ظ的に発行した。ここには、݄ผ
のエネルギーফඅྔのܭ画஋と実績஋のൺֱ、設උ
ຖのエネルギー࢖༻実績の෼ੳが記ࡌされており、
年間での໨ඪୡ成に͚޲て、࣌ݱ఺の状況を定ྔ的
に೺Ѳすることができる。

ਤ21に、݄ผの設උผのエネルギーফඅྔをࣔ

す。事務ॴϑϩΞ̐ʙ̔֊（চ໘積3
�10ᶷ）を
ର৅とし、ίンηンτ、༥ઇ、機ցறं、#̍ʙ̏
֊ςφンτి力はର৅֎としている。#&45ϓϩά
ϥムの「νϥー」には「ۭௐૹ෩機」「ۭௐポンϓ」

「冷٫ౝ」「1"$」のి力がؚまれる。
　201�年౓の݄̔は֎ؾԹ౓がߴく、ϑϦーΫー
Ϧンάの冷٫ౝはあまり࢖われͣ、νϥーのӡసྔ
が૿Ճしているが、ཌ年の݄̔は֎ؾԹ౓がฏ年に
ۙくなり、ϑϦーΫーϦンάのӡసྔが૿し、)1
νϥーのి力ফඅྔはগなくなっている。また、
201�年౓の݄̎は֎ؾԹ౓がಛに௿く、)1ν
ϥーのফඅి力が૿Ճした。
　年間の冷房、暖房、およͼϑϦーΫーϦンάのڙ
、ると、վमલとൺֱしてݟ೤ྔ（ਤ22）をڅ
201�年౓は、冷房、暖房ともに૿大している。
これは、冷房では、201�年౓は夏ظの֎ؾԹ౓
がߴく、ϑϦーΫーϦンάからのڅڙ೤ྔがվमલ
の൒෼ఔ౓になったことがཧ༝としてߟえられる。
また、暖房では݄̎の֎ؾԹ౓が௿かったことやর
しڹগがӨݮ発೤ྔのثの-&%Խによる機۩ث໌
たものとߟえられる。
　ϦニューΞル後̎年౓໨の201�年౓の暖房ظ
間にお͚る೤ݯのӡసにͭいては、աڈのӡస実績
σーλをもとに、֎ؾԹ౓、ฏ೔およͼٳ೔໌͚に
お͚る೤ݯӡస開ࠁ࣌࢝、ࣨ内Թ౓との関܎から、
予૝される最௿֎ؾԹ౓にରする最దな೤ݯӡస開
ஙであݐの設定を行った。当Ϗルは֎அ೤のࠁ࣌࢝
るためࣨ内のԹ౓変Խが؇やかであり、最దなӡస
開ࠁ࣌࢝の෼ੳとϚニュΞルԽは、ॡ޻後10年が
経աしϕςϥンӡస員がෆ଍するத、重ཁな取り組
みとなった。݄̏1�೔Ҏ߱実ࢪし、ཌ೔のఱؾ予
報のؾԹ情報をもとに、೤ݯのӡస開ࠁ࣌࢝を஗ら

図22　年間冷房、暖房、フリークーリング供給量の比較

図20　エネルギーレポート
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図21　月別電力消費量(左:計画、中:2016、右:2017)

図19　エネルギーサポートセンター
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ͤることで、暖房エネルギーのݮ࡟をਤった。άϥ
ϑ（ਤ23）をݟると、೤ݯӡసの最దԽにより、
。体のԹ౓がฏ४Խされていることがわかるۥ
　ϦニューΞルલ後の設උผの年間エネルギーফඅ
ྔの内༁をਤ2�にࣔす。2015年はϦニューΞル
しながらのϦ༺࢖年であるが、今ճはࢪ事の実޻
ニューΞルであったためϦニューΞルલのエネル
ギーফඅ実績として༻いている。ϦニューΞル後は
র໌エネルギーが大෯にݮ࡟されていることがわか
る。ϦニューΞルલのর໌のエネルギーফඅྔが઎
める大きさをݟても、র໌シスςムのলエネԽが最
もޮՌ的であることがわかる。これにରし、冷暖房
エネルギー、ಛに暖房エネルギーがϦニューΞルલ
よりも૿Ճしている。冷房エネルギーの૿Ճのཧ༝
は、લ年よりも֎ؾԹ౓がߴく、ϑϦーΫーϦンά
のӡసྔがݮったことによるものとߟえられる。ま
た暖房エネルギーの૿Ճは݄̎の֎ؾԹ౓が௿かっ

たことがओなཁҼであるが、ޮߴ཰র໌による内部
発೤のݮগもӨڹしているものとߟえられる。
　年間Ұ࣍エネルギーফඅྔにͭいて、ج४஋、ܭ
画஋、実績஋をൺֱしたάϥϑをਤ25にࣔす。র
໌のエネルギーফඅྔは、ܭ画஋と΄΅同஋となっ
ており、-&%র໌とਓݕ知ηンαーによる制御の
ޮՌによるものとߟえられる。201�年౓のධՁ
ର ৅ 設 උ શ 体 の 年 間、 চ ໘ 積 当 り の 実 績 ஋ は
55�.+であり、લ年౓より���ˋのݮ࡟となった。
また、ج४஋にରしては、50��ˋのݮ࡟となり、
ӡ༻実績においても;&# 3FBEZをୡ成しことを֬
ೝできた。
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図25　年間一次エネルギー消費量の比較

図23　熱源運転開始時刻の最適化
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̍ɽখాࢢݪͷ঺հ
খ田ݪ市は、ਓޱ約1�ສਓ、ਆಸ઒ݝ੢部のத

৺都市で、山、৿、઒、田Ԃ、ւなど、あらゆるࣗ
વ環境をඋえており（৿ཬ઒ւΦールΠンϫンのま
ち）、Թ暖なީؾと๛かなࣗવがੜみ出す大地のܙ
みは市ຽのੜଘをࢧえています。

街

山

海

里

川

すべてがすべてがコンパクトコンパクトに揃う

また、ަ通ࢸศੑにも༏れており、+3౦ւಓ本
ઢ、+3౦ւಓ新װઢ、+3御఼場ઢ、খ田ٸখ田ݪ
ઢ、ശࠜొ山మಓ、ҏ౾ശࠜమಓ大༤山ઢが৐りೖ
れ、市内には1�のమಓӺがある΄か、౦ژӺから
は新װઢで約35෼にҐஔしています。

Ճえて、৓下ொ・॓場ொとしてのإをもち、ઓ
৓をத৺に঎業・จԽが大ݪ୅にはখ田࣌ށߐ・ࠃ
いにӫえ、໌࣏࣌୅には、ҏ౻തจや山០༗๎、大
ࡒ重৴など、ۙ୅೔本のນ開͚を୲った多くの੓۾
界ਓが、大ਖ਼࣌୅になると、๺ݪനळや୩࡚५Ұ
࿠、޷ࡾୡ࣏など多くのจֶ者が฻らし、ަྲྀをਂ
めるなど、多਺のҒਓがผఛをߏえました。

こうした、ࣗવ環境・歴史・࢈業・จԽなどの๛
෋な地域資ݯのଘࡏにՃえ、ਂいڷ౔Ѫを持って֤
෼໺で様々な実ફを積んでいる「ਓࡒ」にもܙまれ

ており、՝୊を৐りӽえていくだ͚のे෼なજࡏ力
を持ち߹わͤています。

̎ɽ໨࣋͢ࢦଓՄೳͳ஍Ҭࣾ会
そうした地域資ݯにܙまれるҰ方で、શࠃの࣏ࣗ

体と同様に、ਓݮޱগやগྸߴࢠԽ、地域経ࡁのऑ
体Խ、ࣾ会的֨差の֦大、ࡒ੓೉など様々な՝୊が
山積しています。しかも、立ちݱれる՝୊܈はਂࠁ
さを૿している状況にあることから、「持ଓՄೳな
地域ࣾ会Ϟσルの実ݱ」という໌֬なϏジϣンのも
と、よりೳ動的な取り組みにస׵していく方ੑ޲を
ࣔしました。

その݁Ռ、খ田ݪ市がఏ案した「ਓとਓとのͭな
がりによる『いのちをकりҭてる地域ࣗݍڅ』の૑
଄」が、201�年݄̓に、ࠃから「4%(Tະདྷ都
市」ٴͼ「࣏ࣗ体4%(TϞσル事業」としてબ定さ
れました。

̏ɽୈ̎4ظ%(Tະདྷ౎ܭࢢըʢ����೥ʙʣ
2021年౓には、これまでの取り組みを進Խさ

ͤる΂く、কདྷ都市૾
を「ੈ界がಌれるまち

ʠখ田ݪʡ」とする第̒
画ܭ߹市૯ݪখ田࣍

（2022ʙ2030年ð
ظ定と࿈動した第̎ࡦ
4%(Tະ དྷ 都 市 ܭ 画

（2022ʙ202�年ð
をࡦ定しました。

第̎ܭظ画では、第
̍ ظ に お ͚ る2030

Θ͕֗ͮ͘Γ

5IJOL�.*3"*ʮখా͔ݪΒະདྷΛ͑ߟΔʯ

খ田ݪ市໾ॴ　企画部企画੓ࡦ՝企画੓܎ࡦ

御ባ　༎介
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年のある΂き࢟をૅجとしながら、ίϩφՒにお͚
るಇき方やੜ活様式の変ԽへのରԠとともに、第̍
の取り組みを進Խさͤるために、これまでの市ຽظ
の力・地域の力にՃえ、খ田ݪの「๛かな環境のܧ
ঝ」を౔୆に、「ੜ活の࣭の޲上」と「地域経ࡁの
上と地޲Խすることや、ੜ活の࣭のݱ۩॥環」を޷
域経ࡁの޷॥環という྆ྠを、࣌୅のྲྀれに৐り஗
れることなく、ະདྷをݟਾえてԁ׈にճしଓ͚るた
めに、ຽ間の力を取りೖれたσジλルٕज़の活༻と
ެຽ࿈ܞを積極的にల開することをܝげています。

環境

経済 社会

「おだわら市民学校」
SDGs体感事業「おだちん」

「ゼロカーボン・デジタルタウン」の創造

生活の質の向上

豊かな環境の継承

⚫ 地域資源を生かしたビジネス展開
⚫ 多様な働き方環境の整備
⚫ 歴史・文化資源の魅力向上による
交流促進

⚫ 地域共生社会の実現
⚫ 子ども・子育て支援

⚫ 再生可能エネルギーの導入促進
⚫ 地域循環共生圏の構築と森づくり

「おだわら市民学校」

統合的取組

地域経済の好循環
公民連携

デジタル技術

推進エンジン

̐ɽୈ̎ܭظըʹ͓͚Δ����೥ͷ͋Δ΂͖࢟
ポスτίϩφࣾ会をࢹ໺にೖれながら、খ田ݪの

ັ力を最大ݶにຏき上げ、શての市ຽが、このまち
にॅんでྑかった、ॅみଓ͚たいと感じる、ڷ౔Ѫ
とތりの持てるখ田ݪを形成し、そのັ力の発৴を
通じて、ࠃ内֎のਓたちが行ってみたい、ॅんでみ
たいとಌれる「ੈ界がಌれるまちʠখ田ݪʡ」の実

。にͭなげていきますݱ

̑ɽ4%(Tୡ੒ʹ͚ͨ޲ओཁͳऔΓ૊Έ
（１）SDGsの普及啓発
ᶃΩーϏジュΞルの࡞成
「4%(Tະདྷ都市」であるখ田ݪ市の取り組みへ

のೝ知を通じて、ੈ界にͭいてߟえるためのΩーϏ
ジュΞルを࡞成し、ීܒٴ発を行っています。

2

小田原市௕ ͓ͩΘΒ̨ ̙̜͂ ҕһձߦ࣮
ձ௕

小田原市で͸、೔͔ࠒΒSDG͂

の׆ಈに೤৺に取Γ組Μでいた

ͩいているۀا΍、ஂ ମなͲを

ʮ͓ͩΘΒSDG͂ ύーτφーʯ

ͱして認ఆし、༷ ʑなओମͱ࿈

した֤छ取組をਐめていまܞ

す。͜ Ε͔Βも、ຊ市のক来都

市 ʮ૾世界がಌΕるま ʠͪ小田

原ʡʯの࣮ݱに͚޲て、ࢲたͪの

ΕるΑ͏なތ΍ଙの世୅にࢠ

まͪͮ Γ͘をਐめてい͖ます。

����೥౓の小田原のSDGs

のςーϚ͸ʮつながるʯ。ެ ຽ

のྖҬをӽえたつながΓを࣋

つ͜ͱで、ࠓまでҎ্に取Γ組

める͜ͱが૿えて͖たͱ࣮ײ

して͓Γます。SDGsの取組を

通じて、एいօ͞Μがً͚る

ক来にʮつな͙ʯために、͜ Ε

͔Βもެຽが࿈ܞして࣋ଓՄ

ೳなまͪͮ͘Γに͚޲て取Γ

組ΜでまいΓます。

小田原市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

【キービジュアルに込められた思い】

SDGs未来都市小田原の取組の認知を通じて、世界（未来）について考え

る（アクションする）ために作成したキービジュアルです。未来への思い

が幾重にも重なっている状況をイメージしています。

はじめに

ᶄおだわら4%(T実行委員会
「4%(Tະདྷ都市」ٴͼ「࣏ࣗ体4%(TϞσル事

業」にબ定されたことをܖ機に、খ田ݪ市ではຽ間
ओ体の「おだわら4%(T実行委員会」を発଍さͤ、
4%(Tのීܒٴ発をՃ速、ల開しています。

背景として、4%(Tのਪ進に当たっては、行੓だ
͚がओಋして進められるものではなく、ຽ間との࿈
ެ」Խして共にาみを進めていく、いわゆるڧをܞ
ຽ࿈ܞ」を࣠に活動していく΂きとの؍఺から、地
成員となߏ力なڧの企業・ஂ体౳が実行委員会のݩ
り協ಇして活動をଓ͚ています。

実行委員会の活動は、ओに、άοζ開発౳による
02

「世界が憧れるまち“小田原”」将来都市像

小田原市が2030年に目指すまちの姿と取り組む施策

3 デジタルまちづくり2 公民連携・若者女性活躍1 行政経営3つの推進エンジン

25の施策

地域福祉・多様性の尊重

高齢者福祉

障がい者福祉

健康づくり

地域医療

1

2

3

4

5

消防・救急

防災・減災

安全・安心

地域活動・市民活動

子ども・子育て支援

6

7

8

9

10

教育

働く場・働き方

商業・地場産業

農林業

水産業

11

12

13

14

15

観光

歴史資産

文化・スポーツ・生涯学習

脱炭素

自然共生・環境保全

16

17

18

19

20

資源循環・衛生美化

都市整備

住環境の形成

道路・交通

上下水道

21

22

23

24

25

１医療・福祉
（1）安心の地域医療体制

（2）地域共生社会の実現

（3）健康寿命の延伸

２防災・減災
（1）地域における国土強

きょうじん

靭化の推進

（2）地域防災力の強化

３教育・子育て
（1）質の高い学校教育

（2）子ども・子育て支援

（3）幼児教育・保育の質の向上

４地域経済

（1）企業誘致の推進

（2）多様な働き方環境の整備

（3）地域資源を生かしたビジネス展開

５歴史・文化

（1）歴史・文化資源の魅力向上による交流促進

（2）文化・スポーツを通じた地域活性化

（3）世界とつながる機会の創出

６環境・エネルギー

（1）再生可能エネルギーの導入促進

（2）地域循環共生圏の構築と森づくり

７まちづくり

（1）小田原駅・小田原城周辺のまちづくり

（2）地域特性を生かしたまちづくり

７
つ
の
重
点
施
策

一人当たり課税対象所得

3,335千円

令和3(2021)年度

3,435千円

令和12(2030)年度

観光客消費額

126億円

令和3(2021)年

300億円

令和12(2030)年CO2（二酸化炭素）排出量の削減率 

（平成25(2013)年度比）

17.5％

平成30(2018)年度

50％

令和12(2030)年度

⃝生涯にわたって幸せと

安心感を得られるまち

⃝子どもが夢や希望を

持って成長できるまち

⃝地域内の経済循環の

視点に立ち、国内外

から人や企業を呼び

込めるまち

⃝四季を通してにぎわい

が生まれるまち

⃝自然環境と市民が共生

できるまち

⃝気候変動にも対応した

持続可能なまち

小田原に住み続けたいと思う人の割合

90.4％

令和3(2021)年度

95％

令和12(2030)年度

3つのまちづくりの目標

生活の質の向上

地域経済の好循環

豊かな環境の継承

豊かな

環境の継承

地域経済の

好循環

生活の

質の向上

令和4年（2022年）　4月号　No.1236

SDGs普及啓発（おだわらSDGs実行委員会）

民主体の「おだわらSDGs実行委員会」を中心に、地域メディアとも連携した普及啓発
活動を展開。メインターゲットは企業と次世代。
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都市環境エネルギー　第132号2�

す「ϒϥンσΟンάϑΥーࢦԽを໨ڧ発のܒٴී
ス」、おだわら4%(Tύーτφーをத৺としたຽ間
とのަྲྀを活ੑԽさͤる「ίϥϘϨーシϣンϑΥー
ス」、2030年にはࣾ会のओ໾となっているであΖ
う、ࡏݱのதֶੜやߍߴੜ、いわゆる「ੈ࣍୅」と
大ਓ（企業・ஂ体౳）の࿈ܞをਪ進する「ジΣネ
Ϩーシϣン;ϑΥース」の̏ଆ໘でΞΫシϣンをల
開しています。
SDGs普及啓発（おだわらSDGs実行委員会×パートナー）

ブランディング
フォース

コラボレーション
フォース

ジェネレーションZ
フォース

・パートナーSDGsの普及啓発
・グッズ開発
・まちのコインの活用

・課題解決ワークショップ
・パートナー交流会
・パートナーとのコラボ

・次世代への普及啓発と育成
・次世代と今世代との連携
・教育機関との連携

民主体の「おだわらSDGs実行委員会」の体制を進化させ、３側面でアクションを展開

ᶅおだわら4%(Tύーτφー
4%(Tのཧ念である経ࡁ、環境、ࣾ会といったそ

れͧれのଆ໘での「持ଓՄೳなະདྷ」を実ݱしてい
くためには、それͧれの෼໺でのڧみや知ݟをもっ
た多様なެຽが࿈ܞし、「共に」取り組んでいくこ
とがඞཁෆՄܽです。そこで、4%(Tに関࿈した取
り組みをల開している企業・大ֶ・๏ਓ౳を「おだ
わら4%(Tύーτφー」としてొ࿥する制౓を設͚
ています。

4%(Tに関࿈する取り組みをਪ進し、市ととも
に、持ଓՄೳなまちͮくりや4%(Tのීܒٴ発に取
り組Ήことをొ࿥ཁ݅としており、໳ށを広げるた
めに大きな制約を設͚ͣ、広くύーτφーをืって
います。これは「ެຽ࿈ܞ」という؍఺から、ຽ間
の活動を後ԡししていくというࢹ఺を重ࢹしている

ためです。
201�年౓からื集を開࢝し、2022年݄̐ݱ

。1�1者のύーτφーがొ࿥していますࡏ
ᶆެຽ࿈ܞによる4%(Tのਪ進

これまでの市ຽの力・地域の力をੜかした՝୊ղ
ܾの取り組みを౔୆として、ެຽ࿈ܞのਪ進エンジ
ンにより、4%(Tの取り組みをՃ速・進Խさͤてい
ます。
公民連携によるSDGsの推進に向けて

これまでの市民の力・地域の力を生かした課題解決の取組を土台として、公民連携の推
進エンジンを加え、SDGsの取組を加速・進化させていく。

様々なノウハウを有する企業や柔軟な
発想やアイデア、視点を持つ若者や女
性など、多様な主体が集い交流するこ
とにより、新たなまちづくりにつなげ
ることを目的とした公民連携の拠点
「おだわらイノベーションラボ」を開設・
運営

公民連携の拠点
「おだわらイノベーションラボ」

SDGsにつながる二宮尊徳翁の教え
をもとに、周辺地域の観光活性化（カ
フェ・レストラン）、また地域食堂（夜
間）やこども経済教室などによる地域
内の３世代交流を図っていく拠点施設

新たな地域コミュニティづくり拠点

「箱根口ガレージ報徳広場」

小田原市、箱根町の行政・議会・自治会
組織、小田原箱根商工会議所の７団体
が共同で「小田原・箱根気候変動ワン
チーム宣言」を行った。気候変動の危
機を共有し、防災・減災対策の推進、地
球温暖化対策に向けた行動を公民連
携で進めていく。

小田原・箱根
気候変動ワンチーム宣言

（２）三側面をつなぐ統合的な取り組み
ᶃおだわら市ຽֶߍ
「持ଓՄೳな地域ࣾ会」の実ݱのためには、様々

なੈ୅や立場のਓがڷ౔をѪし、手をܞえて՝୊を
৐りӽえていくことがٻめられます。おだわら市ຽ
ਓを「のために何かをしてみたいݪখ田」、はߍֶ
実ફへͭなげる、「ਓのνΧϥ」をҭΉ̎年制のֶ
ͼの場として、׭ຽ協ಇにより201�年౓に開ߍ
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基礎課程「おだわら学講座」を受講後、2年目に専門課程のいずれか１つを受講できるかた
４０人 ※申込多数の場合は抽選により決定（市内在住者優先）

２,０００円 / 基礎課程「おだわら学講座」分

①電話 小田原市生涯学習センターけやき ☎ 0465-33-1882
②けやき窓口に直接 ※①・②は受付時間8：30～17：00

（４月25日は休館日のため、①・③のみ受付）
③電子申請 小田原市ホームページにある「電子申請システム」メニューから。

令和４年４月２５日（月）一次締め切り 【おだわら市民学校事務局】
小田原市文化部生涯学習課（生涯学習センターけやき）
〒２５０－８５５５ 小田原市荻窪３００番地

令和４年度 専門課程・教養課程
受講者も一般募集します！

入校期間 １年間
対 象 興味のある地域の活動分野が

すでに決まっている高校生以上のかた
内 容 専門課程または教養課程から1つ選択
募集人数 各課程の定員の空き状況による
講料 ３，０００円 /１課程

入校期間２年間
対 象

定 員

受講料

申込方法

申込期限
※一次締め切り後も、定員に空きがある課程は、先着順で追加募集を行います。

地域の活動に興味のある高校生以上で、

まちづくりの実践者と出会う６つの専門課程

自然を守り育てる子どもを見守り育てるサポートの必要な人を支える

自分が担い手として進みたい課程を１つ選び、それぞれ1５回程度の連続講座で
それぞれの分野で実践者の活動にふれ、まちづくりの現場をより深く学びます。

地域の文化力を高める 地域を元気にする 地域の生産力を高める

小田原の知識を深める
２つの教養課程

郷土の魅力を知り伝える

二宮尊徳の教えを継承する

より深く小田原の魅力を学び、
教養を高める連続講座です。
（専門課程と同時受講ができます）

2年目

２年目

小田原の魅力を学ぶ 基礎課程「おだわら学講座」
郷土小田原のあふれる魅力を盛り込んだカリキュラムの全15回の連続講座です。
座学や体験を織り交ぜた学びから、さまざまな分野の活動を広く学びます。

１年目

“小田原のために何かしてみたい人”が、実践につながっていく“新しい学びの場”

街かど博物館で老舗を見学

小田原の自然環境を山林で体験 小田原城跡で歴史文化を学ぶ

第５期入校生募集

そのほか、福祉・子育て・農業・民俗芸能など幅広く学んでいきます！

【受講期間】令和４年６月～令和５年２月（主に土曜日の午前に開催）
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しましたŇ ཌ年౓からは、̎年໨のઐ໳՝ఔを開ߨ
しŊ ֤෼໺で՝୊ղܾへのཧղをਂめŊ 場とのͭݱ
ながりをͭくっています。

としࢣߨ場で活༂している方をݱ座には活動のߨ
て迎え、座ֶとݱ場体ݧを通じて実ફ活動をֶͼま
す。卒業後は、ֶんだਓがそれͧれの෼໺で活動を
実ફするという॥環のܧଓによって、持ଓՄೳな地
域ࣾ会の実ݱを໨ࢦしています。
ᶄখ田ݪ市4%(T体感事業「おだちん」

4%(Tはੈ界共通の໨ඪという֓念であること
から、「ࣗ෼には関܎ないのではないか」、「ੈ界の
໨ඪなんて大きす͗てよくわからない」といった੠
も多いதで、市ຽに地域՝୊のղܾを「ࣗ෼ごと」
としてଊえてもらうことが行੓の՝୊となっていま
す。

そこで、೔ࠒ行っている何ؾない活動が、実は
4%(Tにͭながっていることをήーム感֮で体感
でき、スϚϗΞϓϦによって活動のରՁ（ʠおだち
んʡখ田ݪ市のポΠンτ୯Ґ）のやり取りができる
。していますࢪて実͚ۦに先ࠃ組みをશ࢓
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本事業は、ਆಸ઒ݝの「4%(TͭながりポΠンτ
事業」と࿈ܞし、ݝと市が協ಇで地域活動の活ੑԽ
を後ԡししています。ଞの࣏ࣗ体やຽ間ஂ体౳にお
いても関৺がߴく、事業の広まりをͤݟています。
খ田ݪ市にお͚るྩ࿨̐年݄̑຤ࡏݱのϢーβーは
�
000ਓを௒えています。

ւがあるখ田ݪでは、ϏーνΫϦーンΠϕンτに
も活༻されるなど、おだちんは、ࣾ会的なΠϕンτ
に参Ճするきっか͚となり、市内֎から、そしてࢠ
どもから大ਓまで多くの皆さんが参Ճしています。

ᶅθϩΧーϘン・σジλルλウンの૑଄
খ田ݪ市では、「θϩΧーϘン」と「๛かな฻ら

し」との྆立をσジλルٕज़によって実ݱする新し
い֗であるڀ極の「θϩΧーϘン・σジλルλウ
ン」の૑଄に͚޲た௅ઓを開࢝しています。࣌ݱ఺
では、地域ϚΠΫϩάϦουٕज़を活༻し֗にૹి
されるిؾはΫϦーンエネルギーのみとすること
や、૑エネとলエネを組み߹わͤた୤୸ૉݐܕங෺

（;&#や;&)）のݐஙをਪ進することを૝定してい
ます。

小田原市 究極の「ゼロカーボン・デジタルタウン」構想

ᶛഃᶇᵴږᶘੂࠇ
ϴҙଅ൴ԉ֚ড়ᶞਞৼ
⌎΋␆ঘ␜ܞఙ⏿␇EV␜FCV␆
ড়ך␪ࣹۋ⌋ࠄ੼۶⏣␡૽ݎ⏭
␤␣६ࢽ␆ٓբ␃⏼␂⏪␣⌋
⌎ঈ␜EVࡷ␆⑾⑲⑂⌤⑑⑄ࢽࠟ⌎
FCV␆⑂␲␭⑵⑾␻␪ࣹࠄ⏱␣
⏫␀⏿⌊EV⌎FCV␪ேѨ⏱␣⌋
⌎΋␆ঘ߮௚␆ઇස␇ֳ߈␀⏯
⏾␚κയ̸૧␃⏱␣⏫␀⏿⌊య␡
⏯␜⏱⏜΋␐⌋

ਘᲢ࣬ۋಱᵼ඼ԒᶇᶖږΪӎϡᲢᶍᶇᶖټ
ԛइਘᶛᷟḐ᷎᲼᷿Ḗ᷂ۢե

⌎ঁʠ␆ټӎϡ⏤Ҕඋ⏯⏾⌊⑇⑸␶⌤⑧⑾␜⑒⑃⑊⑶̱
⌊␘ࢾ␢܈␃Ҵڸ␣⏱ڳ␃
⌎Ϊׁҡʡ␜۲ͥҡʡ␃⏢⏜⏾ഫ⌡␂ࢾ␢܈␗␪ך⏜⌊
ܹಱ␆ϴҙ␀⑒⑃⑊⑶␃Ԃ␣ঀՓ␆֦߁␃⏼␂⏪␣⌋
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᳕ᷟḐ᷎᲼᷿Ḗ᳖ᶘ᳕౏ᵻᶚయᶹᶇ᳖ᶘᶞൺ൥᷂ᷪᷛᷢḎщݏᶛᶸᶓᶖۢեᶉᶻ߱ᶇᵴ΋ᶗᵲᶻѴҷᶞ
᳕ᷟḐ᷎᲼᷿ḖᲦᷪᷛᷢḎᷢ᷉Ḗ᳖᷂2030૙ᶮᶗᶛ౾ږᶛࣸࣅᶉᶻহ᷂ࢇඝොᴷ૙ੇᵻᶹͽڑᶉᶻᲣ
֝నঁᶟފਲ՞ދ૙ʷᶞঁ࡯᳉ೌࡩೳ2.4haᲦފਲ՞ˮ਺దᴸ௰ਈੇ᳊᷂۔ᶛՉੰ᷂ךᵶᲣ

ᷟḐ᷎᲼᷿ḖᲦᷪᷛᷢḎᷢ᷉Ḗᶛ࣭ᶹᶼᶻ
᷋ᷰḎ᷑᲼ᶟᶉᶩᶖ᷒ḍ᲼Ḗ᷋ᷰḎ᷑᲼
⌎ঁʠ⑩␯␺⑸␻⑵⑎⑔щݏ␪κയ⏯⌊΋␃࣭ਲ਼⏭␤␣
ਲ਼в␇␺⑵⌤⑾␳⑘⑶␹⌤␆␗␀⏱␣⌋
യߋEV␪⌽੼⏧঑ਲ਼অ⌾␀⏯⏾κയ⌊୻␇␃ۀ΄ض⌎
ਲ਼գ␪ҍѹ⏱␣⌽ɺࢪ␂΋⌾␐⌋

᷋ᷰḎ᷑᲼ᶴڳգᶞঁټ
঍׃ϴ᷂ݙᶛ֫۔᷂ޟঁ
⌎૪ٵऐ⏿औഹ֟ଷਲ਼␪ࣹࠄ⌊
ଷਲ਼⏭␤⏷␺⑵⌤⑾␳⑘⑶␹⌤
␪ږ΋ঁ␃ҍѹ⏱␣⌋
⌎ঁ՝ټ␆೚ل␪κയ⏯⏾࣎ר
⑞⑶੧␪Մ঍⏯⌊६ࢽѩܝգ⏿
⏚␣߳ඏ␪ʕڿ⌎Κऻ␐⌋

ࠄκയᶇᶖ᳕ᷟḐ᷎᲼᷿Ḗᶞ΋ᶕᵿᶺ᳖᷂᷂ࠞݏ८щࢀ
ԉՄ঍௮⌱ZEB⌎ZEH⌲␆Մ঍ࢽ␧⏳⏷क़६׭␗ࢾ␳⑘␀ަ␳⑘␪ࣅ⌎
␪қඋ␃ࠞࠄ⏱␣⌋
⌎߱щݏ␆κയ␀⑵⑀␯␺⑶␆ਞৼ⏿⌽␿⑪⑇⑸⑊␱⑾⌾␪ۢե␐⌱③⑴⑄
⑌⑎␺␿⑪␆␼⑪␶⑶⑵⑀␯␺⑶⌊⑸⑧⑎⑓␃␠␣␿⑪␆௰ఐ੧⌲

ష᷺Ḍᷦᷫߌढ᷎᷂ᷳ᲼ᶉᶻࢪOS᷂κയᶇ΋ږੂ
᷸᷌᲼ḃ᷂׃঍Ტᷪ᲼᷂ᷢκയᶇᶏܹಱ௥ڥᶞ֦߁ᶨ
⌎⑒⌤⑊඼ԒРୟ⌱ੂږOS⌲␪κയ⏯⏾⌊֚ড়⌊ϴҙ⌎␳⑘⑶␹⌤⌊౫ض⌊
௥ڥ⌊௼̱⌎ҡʡ੧␆ഫ⌡␂௰೮␆⑀⌤⑞⑄␜⑒⌤⑊␪඼Ԓ⌊Ыऌ⑀⌤
⑞⑄␆֦߁␜߱⏷␂⑀⌤⑞⑄␆ך⏾⏪␂⏼␃ࣸࣅ⏧⌋

ਲ՞ˮފ

（３）エネルギー政策
খ田ݪ市では、2011年の౦೔本大਒ࡂҎ߱、

持ଓՄೳな地域ࣾ会の実ݱに͚޲て࠶ੜՄೳエネル
ギーを活༻した෼ܕࢄのエネルギーシスςムの重ཁ
ੑをೝࣝし、Ұ؏して環境・エネルギー੓ࡦを੓ࡦ
の重ཁ՝୊としています。

201�年に制定した「খ田ݪ市࠶ੜՄೳエネル
ギーのར༻౳のଅ進に関する৚ྫ」において、࠶ੜ
Մೳエネルギーは地域ݻ༗の資ݯであるからこそ、
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地域内で地域の活ੑԽ౳に資するよう活༻されな͚
れ͹ならないということを໌記しました。࠶ੜՄೳ
エネルギーのར活༻を手ஈとし、地域の様々な資ݯ
を最大ݶ༗ޮ活༻した持ଓՄೳな地域ࣾ会のߏஙを
໨ࢦしています。

201�年11݄にはࠃに先2050」、͚ۦ年まで
のೋࢎԽ୸ૉഉ出ྔ実࣭θϩ」をએݴし、ΧーϘン
ニューτϥル実ݱを໨ࢦすことをද໌しました。

（４）脱炭素型の地域交通モデル事業
খ田ݪ市のエネルギー੓ࡦにおいては、ଠཅޫ発

ిをओ力の࠶ੜՄೳエネルギーとしてҐஔ෇͚てい
ます。ଠཅޫ発ిは、࣌間ଳやؾ৅৚݅で発ిྔが
変動するੑ࣭を持ͭことから、これをٵऩし、কདྷ
的な࠶ੜՄೳエネルギーの大ྔಋೖをՄೳにするこ
とがٻめられています。஝ి஑などを組み߹わͤた
໘的なエネルギーϚネジϝンτのߴ౓ԽをҰͭのப
とし、࠶ੜՄೳエネルギーのಋೖ֦大との྆ྠで取
り組みを進めています。

201�年౓に取り組みを開࢝した୤୸ૉܕ地域
ަ通Ϟσル事業は、&7の஝ి஑としてのଆ໘にண
໨して実ࢪしています。

&7にಛԽしたΧーシΣΞϦンάαーϏスをҰൠ
にల開するとともに、&7へのॆ์ిに関するエネ
ルギーϚネジϝンτを྆立さͤた取り組みです。
&7を୯なるҠ動手ஈではなく、地域のエネルギー
ΠンϑϥのҰ部としてଊえたものとなっています。

ᶃΧーシΣΞϦンάαーϏス
エネルギーϚネジϝンτのϊウϋウを持ͭスλー

τΞοϓであるג式会ࣾ3&9&7（ϨΫシϰ）が
αーϏスをఏڙしています。2022年݄̍࣌఺で、
地域に約50୆の&7がಋೖされています。Ϣーβー
は、ઐ༻のΞϓϦをμウンϩーυすることで、予
約、ं྆の開ৣ、ฦ٫手ଓをす΂てスϚーτϑΥン
で行うことができます。ΞϓϦをμウンϩーυした

会員਺は、1
500ਓを௒え、市内をத৺に25Օॴ
のスςーシϣンが設ஔされています。

ᶄエネルギーϚネジϝンτへの活༻
ΧーシΣΞϦンάαーϏスをల開しͭͭ、খ田ݪ

市と地域新ి力との事業協定のもと、ࢪ設のσϚン
υϐーΫをճආしたΦϑϐーΫॆిやࢪ設のσϚン
υࢹ؂にͮجくϐーΫΧοτ制御、そして、࠶ੜՄ
ೳエネルギー（ଠཅޫ発ి）の発ిྔ予ଌにͮجく
ੜՄೳエネルギー༏先ॆిϚネジϝンτが行わ࠶
れ、෼ܕࢄのエネルギーシスςムをݟਾえたエネル
ギーϚネジϝンτのߴ౓Խにݙߩしています。

ΧーシΣΞར༻において֬อす΂き&7の஝ి࢒
ྔをྀߟしͭͭ、ॆిλΠϛンάを༨৒発ੜにԠじ
てシϑτさͤることで、ޮ཰的な࠶ੜՄೳエネル
ギー活༻、地࢈地ফにݙߩした事ྫとなっていま
す。

2050年のΧーϘンニューτϥル実ݱに͚޲て
地域に大ྔの࠶ੜՄೳエネルギーがಋೖされた場
߹、ྫえ͹ॅ୐においては೔தに多くの発ి༨৒が
発ੜすることが૝定されます。こうした際に、地域
の&7が໘的なి力状況をᛀみͭͭ積極的に発ి༨
৒をٵऩすることは、഑ి໢下での変動ٵऩや、そ
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れに൐う࠶ੜՄೳエネルギーのड͚ೖれ֦大、地域
資ݯの最大活༻の؍఺からも重ཁな意ٛを持ちま
す。

2021年౓からは、&7܈をଋねて実際に「ௐ੔
力」としてエϦΞのधڅௐ੔に活༻する、いわゆる
711（Ծ૝発ిॴɿόーνϟルύϫーϓϥンτ）
ӡ༻の実ূにも参画しています。実際にシΣΞϦン
άαーϏスにڙされる&7をϦιースとした、エネ
ルギーϚネジϝンτのߴ౓Խをஈ֊的に進めていま
す。
ᶅ多様な地域՝୊ղܾへのੑݙߩ

୤୸ૉܕの地域ަ通Ϟσルは、ޫ؍、経ࡁ、๷ࡂ
などの多様な地域՝୊へのੑݙߩも݉ねඋえていま
す。

ྫえ͹、地域のϨジϦエンスڧԽへのݙߩとし
て、࣌֐ࡂにආ೉ॴ౳へ&7を೿ݣする࢓組みをߏ
ஙしています。&7のҐஔ情報や஝ిྔ࢒౳をԕִ
で೺Ѳできるシスςムಛੑをੜかし、その情報をࡂ
に市と共༗することで、実際に活༻できる&7࣌֐
はどこにどれだ͚あるか、どこにその&7を೿ݣす
るのかといった൑அࡐ料がՃわり、ޮ཰的な഑ஔを
することをՄೳとしています。

ฏ࣌、ඇৗ࣌を໰わͣ、ݶられたϦιースを最大
組みは、持ଓՄೳなまちͮ࢓Ռ的に活༻Մೳなޮݶ
くりに͚޲ても重ཁなཁૉであるとߟえています。

そのଞにも、&7をʠ動く஝ి஑ʡとした活༻が
行われています。Πϕンτでのిݯとしての活༻も
そのҰͭです。੩ॗੑや୤୸ૉといった෇ՃՁ஋を
༩えるબ୒ࢶとなっています。「খ田ݪ市いこいの
৿」のΦーτΩϟンϓαΠτにおいては、&7から
ి力を取り出す機ثやϓϩジΣΫλー౳の機ثをି
し出す、ϫーέーシϣンϓϥンを༻意しています。

さらには、ఀిを൐うࢪ設޻事の際に、機ೳҡ持
がٻめられるηΩュϦςΟ機ثに&7からిڅする
事ྫも૑出しています。

エネルギーϚネジϝンτによるੑݙߩもؚめ、い
ͣれも&7がエネルギーシスςムのҰ部として機ೳ
し、地域に新たな෇ՃՁ஋や޷॥環を༩えうるՄೳ
ੑをࣔすものです。খ田ݪ市ではҾきଓき、様々な
活༻や࿈ܞ事ྫの૑出をਤっていきます。

̒ɽ͓ΘΓʹ
খ田ݪが໨ࢦす持ଓՄೳな地域ࣾ会は、そこに฻

らすਓ、そこに関わるਓの意志によって実ݱされて
いくものとଊえています。໨下のίϩφՒにおい
て、ਓとਓとのͭながりが೉しい状況にはあります
が、Ձ஋؍が変わっていくこの機会を的֬にଊえ、

という໰いを「๛かさとは何か」、「とは何かͤ޾」
手์さͣに、その実ݱに͚޲たาみをண実に進めて
いきます。
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電気自動車カーシェアリングとワーケーションの融合

パワームーバーだけでなく、『EVでワーケーション
応援セット』として、プロジェクタやスクリーン、電
気ケトル、炊飯器等の物品を貸出し。

小田原市いこいの森オートサイト ワーケーションプラン 小田原城二の丸広場ライトアップ

「小田原城北条市」イベントにおいて、
小田原城二の丸広場のライトアップ
をEV電源から給電

⚫ スマートフォンで完結するゼロ・コンタクトな交通ツールのさらなる活用として、小田原市いこいの森林間オートサイトとタ
イアップしたワーケーションメニューを創設。
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৽会員঺հ

άϩʔόϧͳޮ཰తΤωϧΪʔڅڙ
γεςϜͷ࣮͚ͯ޲ʹݱ

٢田　ެ෉　άϩーόルΞΫτ（ג）

　この౓、新会員になりました٢田ެ෉です。ྸ
でのೖ会になりますが、どうͧよΖしくお願࠽��
い申し上げます。
ݚֶ޻ஙֶՊ大ֶӃཧݐ部ֶ޻は早Ҵ田大ֶཧࢲ　
、をमྃ後（ࣨڀݚ尾ౡढ़༤）߈ஙֶઐݐՊڀ
を経て、201�年（（ג）開発ݯిچ）3&�108+
より（ג）άϩーόルΞΫτの୅දを務めておりま
す。
　Ҏ下に、本会にೖ会するにࢸった背景ٴͼ当方が
持ͭ໰୊意ࣝをごѫࡰに୅えてड़΂さͤて頂きま
す。

ʲ׆ಈྖҬʳ
　これまでҰ؏して、লエネルギーٴͼ୤୸ૉԽ෼
໺にܞわってきました。
　म࢜࿦จςーϚは「ίジΣネ」、ത࢜࿦จςーϚ
は「ϥΠϑαΠΫル$0̎」でした。
෺୯ҐでରԠݐには、これまで࣌੶ࡏ3&�108+　
していたՐ力発ిॴ内の冷暖房設උのネοτϫーΫ
Խを企画・実ࢪ、ਫ力・地೤発ిॴにお͚るະར༻
エネルギー活༻設ࠃ、ܭϓϩの「エίエネϓϩジΣ
Ϋτ」にお͚る૯߹シスςムධՁٴͼলエネ事業౳
を୲当してきました。
わってܞ内֎のলエネਪ進業務にࠃは、ओにࡏݱ　
います。また、ࠃ際協力機ߏ（+*$"）のলエネΞ
υόΠβーとして、్上ࠃのলエネ・୤୸ૉԽϓϩ
άϥムࡦ定・実ࢧࢪԉ業務にै事しています。

ʲ్্ࠃʹ͓͚Δྫྷஆ๪ͷແବʳ
　೔本環境ٕݚの૿田さんより、「தࠃの๺地域で
は、暖房࣌Թ౓制御ができͣ、ॵす͗て૭を開͚て
いるέースが多い」、লエネηンλーの知ਓからは、

「ϩシΞのֶߍは2࣌�間暖房で、त業のない໷間も
暖房をߜっていない。これをίンτϩールすれ͹大
きなলエネになる」との࿩を࢕いました。当方がল
エネ਍அをしたτルίのࡒ務লϏル（地域暖房ಋ
ೖ）でも、ίンτϩールがޮかͣ、ॵくて૭を開͚
て೤をಀがしていました。また、本ߘを執筆தのݱ
しているΧΠϩのϗςルも冷房のίンτࡏ଺、ࡏ
ϩールがޮかͣ、長କにϕスτをணてରԠしていま
す。こうしたάϩーόルにຮԆしているແବをどの
ようにしたらݮらͤるのかʁ

ʲ୤୸ૉԽɾϨδϦΤϯεɾ୅ସੑʳ
　গしલにλΠࠃのόンスー地۠エネルギーܭ画業
務に୹ظ間ながらै事しました。エネルギー・Ϩジ
Ϧエンスの྆ଆ໘からのചりは「Ψスதѹ฼؅によ
るίジΣネ」でした。しかし、ݕ౼するதで、தѹ
฼؅のར༻が೉しいことが൑໌。また୤୸ૉԽの大
きなうねりのதで、今後ಋೖするΠンϑϥにͭいて
は、কདྷの୤୸ૉԽに͚޲た「Խੴ೩料からΫϦー
ンエネルギーભҠ」シφϦΦをซͤ持ͭシスςム設
められると思います。どのようなղがあるのٻがܭ
かʁ
　また、かͭてஜ೾の地域冷暖房ࢪ設を๚໰したં
に、「೤څڙର৅ࢪ設が、ݸผにエΞίンを設ஔし
ͭͭあり、طଘの地域೤څڙ設උのՔಇ཰は20ˋ
Ҏ下になっている」との࿩を࢕いました。エンυ
Ϣーβーのબ୒によるシスςムの୅ସՄೳੑをどの
様にଊえてシスςムのॊೈੑをߟえる΂きなのかʁ

ʲେ͖ͳϙςϯγϟϧʳ
　2000年୅ॳ಄に、೔本環境ٕݚ協力のもと、
Ξϥϒट長ࠃ࿈๜（6"&）の地域冷房ௐࠪを実ࢪ
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しました。最ؾߴԹ50ˆ、年間冷房。೤ෛՙີ౓
が೔本とܻҧいに大きい事業に大きなັ力を感じ、
த౦最大の地冷会ࣾ5BCSFFEࣾとॅ༑঎事ٴͼ
+�108&3の共同で地域冷房会ࣾを設立しました。
またλジΩスλンではඇޮ཰なϩシΞ੡ిؾϘΠϥ
での暖房・څ౬がまだओྲྀとなっています。ੈ界を
ͼ資ۚ໘で೔本が協力ٴ౉すと、このようなٕज़ݟ

できるະ開のエネルギーڅڙ෼໺が多々あるとڧく
実感します。こうした՝୊にどのように取り組んだ
らよいのかʁ

　皆様のごࢦಋ、本会活動を通じての情報ަ׵に大
きくظ଴しております。よΖしくお願い致します。
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会χϡʔεڠ

৽࡮ΤωϧΪʔʯͷڥ؀ࢢʮ౎ࢽؔػ
Ұൠࣾஂ๏ਓ都市環境エネルギー協会

広報委員会 　委員長　田丸　武志

　೔ࠒは、都市環境エネルギー協会の広報活動にご協力、ごࢧԉをいただき、ありがとうございます。
　皆様に年̏ճおಧ͚している協会機関誌「都市環境エネルギー」ですが、ຖճ協会広報部長のご尽力で、ૉ
੖らしい機関誌をおಧ͚してまいりました。݄̏຤で、લ任の松尾部長様が退任された機会に、さらに皆様の
お໾に立てる、活༻いただ͚る機関誌への࡮新をਤるため、下記のような編集方਑に致しました。

ʢ̍ʣࣄه಺༰ʹ͍ͭͯ
・都市環境エネルギー協会がओ催、共催、関࿈しているシンポジウム・ηϛφー・Πϕンτなどから広報委員

会で、ߏ成をߟえてߘدをґཔする。
�版ʷ̐ʙ̒ページఔ౓（ࣸਅؚ）"「設Ϩポーτݐ」・
　「新ٕज़・新঎඼」"�版ʷ̏ʙ̐ページఔ౓（ࣸਅؚ）に関しては、֤号の企画ஈ֊で会員に広くߘدをื
集し、会員の広報活動の場として活༻する。

ʢ̎ʣࢴ໘ͷΧϥʔԽʹ͍ͭͯ
・ैདྷ、ද紙など߽՚にして、内部はനߘݪࠇとしていたが、ද紙も同࣭のページとする୅わりに、શทをϑ

ルΧϥーとして、ૌٻ力の޲上をਤる。
・広ࠂもΧϥーとなるが、ࡌܝඅ༻はैདྷ通りとする。

ʢ̏ʣදࢴσβΠϯͳͲʹ͍ͭͯ
・ΧϥーԽに൐い新たな定ܕσβΠンとし、࠾༻するࣸਅも広報委員会でબ定する。
・ॻՍにࣔܝされた࣌も、ݟやすくなるよう上方にԣॻきでλΠτルを記ࡌし、ैདྷの׳れ਌しんだσβΠン

にも഑ྀした形とする。春、夏、ळごとに྘、੨、エンジ৭のΠϝージΧϥーを同Ұとする。

　Ҏ上のような方਑で、今後機関誌を࡞成して参ります。会員の皆様には、会員のಛయでもあります機関誌の
活༻をさらにਤっていただき、ߋなる会員૬ޓのަྲྀと、広報活動にご活༻いただきますようお願い申し上げ
ます。
　また、機関誌のみならͣ、広報活動શൠに関しましても、会員皆様のご意ݟをいただきながら、ਪ進をして
まいります。どうͧ、سጨのないご意ݟをおͤدください。

࿈བྷ先事務局
　　　　　　ɿ Ұൠࣾஂ๏ਓ　都市環境エネルギー協会　　広報部　山田ᜢ積

˟10��0031தԝ۠4/ڮژ　�21̑�̎ڮژϏル̒'
5&-ɿ03�552��11�� 　'"9ɿ03�552��1202
&�.BJM� ZBNBEB!EIDKQ�PS�KQ
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連絡先事務局
    ： 一般社団法人 都市環境エネルギー協会 広報部 山田穗積

〒104-0031 中央区京橋 2-5-21 京橋 NS ビル 6F

TEL：03-5524-1196 FAX：03-5524-1202
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●広報委員会
委 員 長　田丸　武志〔荏原冷熱システム㈱〕
副委員長　河村　佳彦〔日本環境技研㈱〕
委　　員　増田　　晋〔三菱重工サーマルシステムズ㈱〕／松末　浩二〔三浦工業㈱〕
　　　　　渡邉　真次〔新日本空調㈱〕­­
事 務 局　山田　穗積

ί ϥ Ϝ

　協会ニュースのページでもご紹介しましたが、機関誌「都市環境エネルギー」はこの第132号より新しい体制で編集発行を行
う事となりました。これまで約10年の間、広報活動でご尽力いただいた松尾様が退任され、新たに山田様が就任されました。こ
れからは山田広報部長と共に本紙の編集やシンポジウムの開催など広報活動を進めて参ります。松尾様にはこの場をお借りして謝
意をお伝えしたいと思います。本当にありがとうございました。また、山田様は早速本号の企画編集から発行まで邁進して取り組
んで下さいました。今後とも宜しくお願い致します。
　また、こちらも春号でご紹介していますが都市環境エネルギー協会の50周年をこの春に迎えたのに先立ち、設立50周年記念
誌『都市環境エネルギー協会 50年のあゆみ』が発行されました。（重ねてご案内いたします。）同誌は出版企画委員会・同事務局
の皆様の多大な御力により完成いたしました。座談会形式の記事や新たに取り纏めた資料を通じて、協会の成り立ちや活動実績、
地域冷暖房に関わるこれまでの歴史的経緯や背景を知ることのできる大変貴重な内容となっています。ぜひお手に取ってご覧頂き
たいと思います。
　この夏号も予定通り発行する事ができました。これもひとえに執筆者の皆様のご協力よるものと感謝しております。これからも
機関誌では協会の活動状況や業界の最新情報を会員の皆様や当協会の活動へ興味を持って下さる皆様へ積極的にお伝えしていきま
す。そのために様々な方々に執筆のお願いを差し上げると思います。その際は何卒ご協力くださいます様、今後とも宜しくお願い
申し上げます。

（広報委員長　田丸武志）
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